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市立札幌藻岩高等学校 對馬光揮 

 

1.背景 

各教科が繋がりを持って探究的な学びを実現させるために、共通の目標を設定し、全教科で統一して実施でき

る授業アンケートを考案したい。 

 

2.共通の目標 

a.主体的な学び  b.協働的な学び     c.知識技能の向上  d.思考力の育成    e.表現力の育成 

f.視野の広がり   g.日常や社会への波及   h.安心安全な土壌  i.個性や強み   j.試行錯誤 

k.粘り強い思考  l.探究的な学び（「考える技法」を援用） 

 

3.方向性 

a.生徒が教員を評価するものではなく、生徒が授業をどのように捉えたのかを知り、授業改善に活かすことがで

きるアンケートとして実施したい。 

b.授業を振り返ることで生徒自身が学習を内省するものにしたい。 

 

4.実施報告(112名) 

 

Ａ.主体的な学習について 人数 ％ 

1.授業を通して湧き上がってくる疑問や関心を

軸にして、生徒自らが主体的に学習に取り組も

うとする授業だった。 

84 75.0% 

2.疑問や関心が湧き上がってくることは少なか

ったが、与えられた課題については積極的に取

り組もうとする授業だった。 

25 22.3% 

3.与えられたものをこなすだけの一方的な授

業だった。 
3 2.7% 

 

Ｂ.協働的な学習について 人数 ％ 

1.他者と協働することによって、自分ひとりで

は気づくことができないような発見や価値観

に触れることができ、他者と協働して勉強する

ことの意味を感じられる授業だった。 

108 96.4% 

2. 他者と交流することはあったが、それによ

って思考が深まることはあまりなく、他者と協

働して勉強することの意味を実感できない授

業だった。 

4 3.6% 

3.個人で取り組むことがほとんどで、他者と交

流することは少ない授業だった。 
0 0.0% 

 

Ｃ.読解や記述など、知識・技能の向上について 人数 ％ 

1.知識（その教科に関する知識理解）・技能（獲

得した知識を活用する力）の向上に繋がった。 
76 67.9% 

2.どちらかといえば、知識・技能の向上に繋が

った。 
35 31.3% 

3.どちらかといえば、知識・技能の向上に繋が

らなかった。 
1 0.9% 

4.知識・技能の向上に繋がらなかった。 0 0.0% 

2024年度授業アンケート -古典探究 2年次- 
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Ｄ.思考の深化と視野の広がりについて 人数 ％ 

1.様々な視点から思考を深めたり、視野を広げ

るきっかけになり、学んだことが他教科や日常

生活に繋がることがあった。 

55 49.1% 

2.学んだことが他教科や日常生活に繋がるこ

とはなかったが、様々な視点から思考を深めた

り、視野を広げるきっかけになった。 

55 49.1% 

3.新たな情報や知識が伝達される授業ではあ

ったが、思考が深まったり視野が広がることは

なかった。 

2 1.8% 

 

1を回答した生徒→どのような場面で他教科や日常生活への繋がりを感じましたか。(ChatGPTで要約) 

1 
視野を広げる重要性 

他人や異なる視点を考えることで、日常の課題解決や他教科の学習に役立つことがわかった。 

2 

成長を実感 

これらの授業を通じて、自分の成長や生活に対する考え方を深め、日常生活での行動や思考に影響を与えた。例

えば、他者の立場に立って考えることで、視野を広げ、生活の中での問題解決に活かすことができた。 

3 

学びを他教科に活かす 

古典やレポート作成を通じて学んだ多角的な視点や情報の扱い方が、他の教科（国語、英語、歴史、保健など）の

学びに役立った。特にレポートや発表、グループワークなどでの思考力が向上した。 

4 

日常生活への影響 

学んだ知識が日常生活に自然に結びつく場面が増えた。例えば、古典の教えや源氏物語を通じて、文化や歴史、

価値観への理解が深まり、日常的な行動にも影響を与えた。 

5 
自分を見つめ直す 

論語とウェルビーイングの授業で自己理解が深まり、進路選択や日常生活の態度に対する考え方が変わった。 

ま
と
め 

全体的に、授業で学んだ視点を日常生活や他の教科に積極的に活かし、思考の幅を広げたり、自分の行動や意識

を改善したりすることができたという点が強調されています。 

 

2を回答した生徒→どのような場面で思考の深化や視野の広がりを感じましたか。(ChatGPTで要約) 

1 

レポート作成 

自分でテーマを決めて深く考察するレポート作成を通じて、情報を整理しながら新しい視点を得ることができ、内

容がより深くなった。 

2 

グループ活動やディスカッション 

特に「源氏物語」やその他の古典作品のグループ発表やディスカッションで、他のメンバーの異なる視点を取り入

れることで、自分の理解が深まった。また、他者と意見交換することで、今まで考えもしなかった新しい視点を発

見できた。 

3 

過去と現在の比較 

古典の複雑な文章や文化に触れることで、過去と現在の視点を比較したり、昔の人々の考えや価値観を理解した

りする機会があり、視野が広がったと感じた。特に「源氏物語」では、昔の作品でも隠された心情があることを知

り、今の作品と同じような感情が描かれていることに驚きがあった。 

4 

異なる視点から物事を考える 

様々な資料や視点から物語を考察することによって、物語への理解が深まったり、新たな視点を持つことができ

るようになった。 

5 

現代語訳や背景知識の活用 

古典作品を現代語訳し、時代背景を学んでいく中で、登場人物の考えや物語の深層に触れることで、思考を深め

たり、視野が広がった。 

ま
と
め 

要するに、グループワークやレポート作成、古典の深い学習を通じて、異なる視点を得たり、物事を多角的に考え

る力が身についたと感じています。 
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3を回答した生徒→どのような授業だったら思考が深まったり視野が広がったりすると思いますか。 

◇もっと他教科や日常生活に関わっていることが明らかに分かる授業 

◇日常生活などリアルと関連付くような学んでいる実感があるような取り組み 

 

Ｅ.表現について 人数 ％ 

1.自分の考えを表現する機会が多い授業だっ

た。 
74 66.1% 

2.どちらかといえば自分の考えを表現する機

会がある授業だった。 
36 32.1% 

3.どちらかといえば自分の考えを表現する機

会が少ない授業だった。 
2 1.8% 

4.自分の考えを表現する機会がほとんどない

授業だった。 
0 0.0% 

 

F.安心安全な土壌について 人数 ％ 

1.分からないことを聞けたり、自分の考えを安

心して言えるなど、安心安全な空気感のある授

業だった。 

64 57.1% 

2.どちらかといえば、安心安全な空気感のある

授業だった。 
46 41.1% 

3.どちらかといえば、安心安全な空気感のある

授業ではなかった。 
1 0.9% 

4.安心安全な空気感のある授業ではなかった。 1 0.9% 

 

G.自分の個性や強みを活かせるような授業で

したか 
人数 ％ 

1.そう思う 42 37.5% 

2.どちらかといえば、そう思う 62 55.4% 

3.どちらかといえば、そう思わない 6 5.4% 

4.思わない 2 1.8% 

 

H.試行錯誤するような授業でしたか 人数 ％ 

1.そう思う 93 83.0% 

2.どちらかといえば、そう思う 18 16.1% 

3.どちらかといえば、そう思わない 1 0.9% 

4.思わない 0 0.0% 

 

I.すぐに答えが出るようなものではなく、多様

な見方や考え方があることを想定して、考え続

けるような授業でしたか 

人数 ％ 

1.そう思う 99 88.4% 

2.どちらかといえば、そう思う 12 10.7% 

3.どちらかといえば、そう思わない 1 0.9% 

4.思わない 0 0.0% 
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Ｊ.求められた力（複数回答可） 人数 ％ 

1.順序付ける（複数の対象について、ある視点や条件に沿って対象を並び替える。） 62 55.4% 

2.比較する（複数の対象について、ある視点から共通点や相違点を明らかにする。） 91 81.3% 

3.分類する（複数の対象について、ある視点から共通点のあるもの同士をまとめる。） 57 50.9% 

4.関連付ける（複数の対象がどのような関係にあるかを見付ける。ある対象に関係するものを見付けて増やして

いく。） 
99 88.4% 

5.多面的に見る・多角的に見る（対象のもつ複数の性質に着目したり、対象を異なる複数の角度から捉えたりす

る。） 
107 95.5% 

6.理由付ける・原因や根拠を見付ける（対象の理由や原因、根拠を見付けたり予想したりする。） 103 92.0% 

7.見通す・結果を予想する（見通しを立てる。物事の結果を予想する） 56 50.0% 

8.具体化する・個別化する・分解する（対象に関する上位概念・規則に当てはまる具体例を挙げたり、対象を構成

する下位概念や要素に分けたりする。） 
64 57.1% 

9.抽象化する・一般化する・統合する（対象に関する上位概念や法則を挙げたり、複数の対象を一つにまとめたり

する。） 
39 34.8% 

10.構造化する（考えを構造的に整理する。） 62 55.4% 

11.該当するものはない 0 0.0% 
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K.身に付いた力（複数回答可） 人数 ％ 

1.順序付ける（複数の対象について、ある視点や条件に沿って対象を並び替える。） 43 38.4% 

2.比較する（複数の対象について、ある視点から共通点や相違点を明らかにする。） 74 66.1% 

3.分類する（複数の対象について、ある視点から共通点のあるもの同士をまとめる。） 42 37.5% 

4.関連付ける（複数の対象がどのような関係にあるかを見付ける。ある対象に関係するものを見付けて増やして

いく。） 
78 69.6% 

5.多面的に見る・多角的に見る（対象のもつ複数の性質に着目したり、対象を異なる複数の角度から捉えたりす

る。） 
97 86.6% 

6.理由付ける・原因や根拠を見付ける（対象の理由や原因、根拠を見付けたり予想したりする。） 88 78.6% 

7.見通す・結果を予想する（見通しを立てる。物事の結果を予想する） 34 30.4% 

8.具体化する・個別化する・分解する（対象に関する上位概念・規則に当てはまる具体例を挙げたり、対象を構成

する下位概念や要素に分けたりする。） 
43 38.4% 

9.抽象化する・一般化する・統合する（対象に関する上位概念や法則を挙げたり、複数の対象を一つにまとめたり

する。） 
26 23.2% 

10.構造化する（考えを構造的に整理する。） 34 30.4% 

11.該当するものはない 0 0.0% 
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L.あなたにとって「良い古典探究の授業」とはどのようなものだと思いますか。(ChatGPTで要約) 

1 

主体的・探究的学び 

生徒が自分で疑問を持ち、調べ、考察を深めていくことができる授業が求められています。授業では自分の意見

や考えをしっかり主張し、他者と意見交換をしながら理解を深めることが重視されています。 

2 

実践的・協力的な学習 

一人で学ぶだけでなく、グループワークやペアでのディスカッションを通じて他者と協力し、知識を高め合う場が

重要です。また、発表やレポートを通じて思考力や表現力を養うことが期待されています。 

3 

知識と理解の深堀 

単に文法や単語を覚えるだけでなく、作品の時代背景や登場人物の心理を考察し、物語の深層に迫ることが求め

られています。また、知識を実生活や受験に生かせるような形で定着させることが大切です。 

4 

多角的な視点からのアプローチ 

古典の学習を通じて、現代とのつながりや社会背景を理解し、さまざまな視点から物事を考える力を養うことが

求められています。また、他者の価値観と自分の価値観を比較・認識することが視野を広げるとされています。 

5 

モチベーションを高める授業 

授業が楽しさややりがいを感じさせ、生徒のモチベーションを引き出すことが重要視されています。学んだことを

記憶に残し、日常生活で思い出せるような形で授業が構成されることが理想です。 

ま
と
め 

このように、良い古典探究の授業は、知識を深めるだけでなく、自ら考える力を養い、他者と協力しながら学びを

深めていくことが大切であるという意見が多く寄せられています。 

 

 

M.この授業であなたが「学び」を実感した時はいつでしたか。また、その時に何を感じましたか。(ChatGPTで要約) 

1 

レポート作成・学びの向上 

レポート作成を通して、以前苦手だった調査や情報収集、考察ができるようになり、評価も上がったことに喜びを

感じました。また、他の生徒のレポートを参考にすることで、新たな視点や書き方を学び、自己の成長を実感して

います。 

2 

グループワークと他者との協働 

他の人と意見を出し合い、共同で作業を進める中で、自分の視野が広がり、より多角的に物事を考える重要性を

学びました。特に、源氏物語や古典のレポートで、他者の視点や情報交換が有益であったと感じています。 

3 

古典に対する理解の深まり 

古典の授業で、文法や単語の理解が進むにつれて、文章を自信を持って読解できるようになり、授業外でも自分

なりに考えを深める力がついたことを実感しました。特に、助詞や重要語句に対する理解が深まり、翻訳や解釈に

自信を持つことができました。 

4 

自己成長の実感 

エッセイやレポート作成を通じて、自分の考えや疑問を深掘りし、それを他者と共有することで、より広い視点を

得ることができました。特に、論語やウェルビーイングの授業では、自分の価値観や日常生活に役立つ学びを実感

し、精神的にも成長したと感じています。 

5 

反復学習と成長 

繰り返しの学習やテストを通じて、過去の自分と今の自分を比較し、確実に成長していることを実感できた瞬間

が多かったことも学びを感じた一因です。 

ま
と
め 

このように、授業を通じて知識を深めるだけでなく、考え方や学び方に対するアプローチが変化し、自己成長を感

じる瞬間が多くありました。 
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N.この授業を受けた 1年間の感想を述べてください。(ChatGPTで要約) 

1 

成長と学び 

多くの学生が、考える力や視野を広げることにおいて成長を感じています。特に、古典を深く学び、文章を書く力

やレポート作成の技術が向上したと感じています。また、古典に対する興味が高まり、授業を楽しみながら学べた

という声が多いです。 

2 

グループ学習と発表 

グループ活動や発表が印象的だったという意見が多く、仲間と協力しながら学びを深める機会が貴重だったとさ

れています。特に「源氏物語」や「論語とウェルビーイング」に関する活動では、グループでの討論や発表を通して

新たな視点を得ることができたと感じている学生が多かったです。 

3 

課題と挑戦 

授業を通して、思考を深めることやレポート作成が難しかったが、それが結果として成長につながったと感じてい

る学生が多いです。特に、考察を深める力や自分の意見を根拠に基づいて述べる力が養われたことに満足してい

る様子がうかがえます。 

4 

授業の形式と内容 

伝統的な授業とは異なり、学生が主体的に学びを進めるスタイルが新鮮で、充実感を得たという声が多く、特に

「論語」や「源氏物語」の授業が強く印象に残ったようです。新しい授業スタイルやテーマが学びを深め、興味を引

いたとのことです。 

5 

反復学習と成長 

繰り返しの学習やテストを通じて、過去の自分と今の自分を比較し、確実に成長していることを実感できた瞬間

が多かったことも学びを感じた一因です。 

ま
と
め 

総じて、授業は挑戦的でありつつも、学びの深さと楽しさを提供し、知識や思考力を高める有意義な 1年だった

と評価されています。 
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回答一覧 

 

D.思考の深化と視野の広がりについて 

 

1 を回答した生徒→どのような場面で他教科や日常生

活への繋がりを感じましたか。 

◇日常的に自分のことだけではなく、他人の視点や、別

の視点に立たないと、より良くできない事がわかった。 

◇レポート課題をする際に情報を多くの視点から細か

く調べる事の大切さを学んだ。論語とウェルビーイング

の授業では、自分の学びや成長を感覚ではなく言葉に

してエッセイをかけた事で自分の自信に繋がった。論語

は令和の今でも人間にとって大切な考え方がのってい

る素晴らしい作品だと気付かされた。 

◇今まで論語は古典の中のだけのものであると思って

いたけど、論語とウェルビーイングのエッセイを書いて

いると、意外と日常生活にも活かせる考え方を見つけ

られた場面。 

◇テレビで源氏物語の話が出ていることがあり、ちょう

どその時授業でも源氏物語をやったばかりだったので、

いつもならただ聞き流したりするような番組だったけ

れど、その時をきっかけに日本の歴史や古典作品の番

組や本などに興味が湧き、少し見ただけで小さいけれ

どたくさんの疑問をもてるようになったので、学んだこ

とが繋がっていると感じました。 

◇日常で、髪が長いのは美しいと感じたり、風や季節の

移り変わりを見て感動したりする心意気がつながって

いると感じました。また、一つ一つの出来事や違和感を

感じたことに対して問い詰めていくという行動も古典

を通して学ぶことができました。他教科では、一つ一つ

に理解を深めることで全体の理解につながると、英単

語や数学の公式暗記など一つ一つに時間をかけること

ができました。 

◇よく QuizKnock の動画を見るのですが、古典の授

業でやったことがたまに出ていたりして、その動画を楽

しめていること（知識がなければ楽しみ方のベクトルが

レベルの低いもの担っていた）。線引いてバツはどの教

科の試験においても有効で非常に便利だった。 

◇論語とウェルビーングで昔の教えを今の自分の生活

に結びつけて考えたことがなかったので古典も日常生

活に繋がっていることをとても実感した。ひとつの出来

事でもその論語によってはどんな考え方もできるので

視野が広まったと感じた。 

◇レポートを書く際の参考文献の調べ方など。 

◇古典の授業でレポートを書いたり発表していく中で、

他教科などでも根拠を持った回答や、情報に信憑性の

あるデータを元にして会話をすることを心がけるよう

になり、知識という面よりも日頃の会話への向き合い

方などより日常生活に近いところで良い影響があるよ

うに感じた。 

◇源氏物語や古典の作品に出てきた人物が日本史の授

業にでたりしたことがあって、古典の授業をしたことで

さらに時代や人物像などが分かりやすくなったし、覚え

やすくもなるきっかけとなっていた。さらにウェルビー

イングの授業があったことで、ネットの記事やニュース、

本によくウェルビーイングの文字や内容が書かれてい

るのを目にするようになった。 

◇結論を言うときに必ず根拠を付けて明確なものにし

たりすることが多くしっかりと自分の考えを含んでいる

文を書けるようになったし日本語訳をする際にも細部

にもこだわり訳していくことで思考がより深まり自分の

視野や考えることが増えたなと感じます。 

◇エッセイを通して論語と深く,長く関わり合ったことで

論語についての深い理解が得られたので日常生活で論

語の考え方がふと思い出すことができ、古典でえた知

識や考え方が日常生活にも影響があるのだと感じまし

た。 

◇論語とウェルビーイングのエッセイを書いたときに、

これまでそしてこれからの人生について振り返ること

ができて考えを深めることができた。そして保健の授

業で老後について考えるときの助けになったり、さらに

具体的に考えることができた。 

◇源氏物語を題材にグループでテーマを決め、そのテ

ーマについて発表するという授業を通して、源氏物語

の理解が深まっただけでなく、仲間と協力して情報収

集をしたり、役割分担をして効率よく作業をすることの

重要さを改めて学ぶことができた。同時に、仲間それぞ

れの違う意見を一つにまとめて発表することの難しさ

も実感した。この授業を通して、英コミュや家庭科でグ

ループ作業を行ったときに、効率よく役割分担ができ

たり、仲間の意見一つ一つをまとめて一つのものを作

り上げたときの達成感を実感することができた。 

◇主に教えられるというよりかは自分で調べて学習す

ることが多く授業だけじゃなくても大事なスキルだな

と思った。 

◇日本史の授業中に様々な資料を読む際に原文がその

ままであるので古文で習ったことを利用して意味の理

解につなげることができた。 

◇保険の受業でレポートのようなものを書くための準

備時間のときに、論文や、世の中にある事実から筋道を

立てて文章の構成を行えた場面。 

◇1 年次との授業とは異なって様々な視点から物事を

見ていくという点でとても日常にも生かされているの

ではないかと感じた。例えば、日常で起こる事柄に対し

て、一点の価値から物事を考えるのではなく、多角的な

視点から課題解決を導くことができている点。 

◇「論語とウェルビーイング」のエッセイでは、あえて自

身のことではなく、最近の朝のニュースで見たからとい

う理由で、実業家の孫正義さんについて取り上げ、生い
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立ちや人生の転換点について調査し、紹介するような

形で論語と絡めエッセイを書き上げました。このように、

学びから日常生活に活きるだけでなく、逆に、日常生活

の中にありふれたものからも古典的な学びを得られる

ことに気付いたとき。 

◇論語とウェルビーングの単元で、エッセイを書いたり

など、自分と重ねて考えたり共感できる事が多くあった。

また、登場人物の人柄や言動から学ぶことも多かった。 

◇光源氏の垣間見についてのレポートを書いたとき、

当時の歴史・文化などを踏まえ考察し書くことができた。 

◇MSP で子どもたちと日帰りキャンプをしたときに、

準備段階で小学生の立場にたって物事を考えたり、子

どもを預ける親側の立場に立って考えたりと、自分た

ちのやりたいことは最大限チャレンジしつつ、色々な面

で見られる問題をその人の立場に立って考える事がで

きた。 

◇自分は特に論語とウェルビーイングの授業を終えて

から孔子曰くの考えをたくさん知ることで自分の人生

をどう幸せにしていくかという点においてつながりを

感じた。 

◇論語をやった際には、初めて論語という作品をしっ

かりと見ましたが、自分の日常生活での行動や言動に

意識を向けるきっかけになったと思う。また源氏物語

の単元では、初めて自分たちで課題設定をするという

形で授業が進んでいましたが、その単元でも日常生活

で疑問に思ったことなどについて目を向けて、そこから

生まれてくるさらなる疑問や社会課題を解決すうるた

めにはどうしたらいいか考えるようなきっかけになり

ました。 

◇授業で古文や漢文（特に源氏物語）習ったおかげで、

たまたまおすすめに出てきた源氏物語のアニメに興味

を持つことができるようになった点。アニメの内容が難

しいが一度習ったためなんとなくでも内容を理解でき

るようになった。 

◇自分たちでいちから発表を作るところでは役割分担

をしながら、各々が興味が惹かれる部分について調べ、

様々な視点から考えることで多くの情報や意見を踏ま

えて発表できた。最初はレポートについてあまりわかっ

ておらず、少ない情報で自分の考えを書いており、具体

例が乏しかったが、今では比較的多くの情報から考え

説得力のあるレポートになっていると思う。また、他者

からの意見やアドバイスを聞き、それを元により良いレ

ポートにしようとできた。他にも訳していく場面では、

自分でわからないことについて答えを探す事で印象が

強くなり覚えられるようになったと思う。 

◇他授業のグループワークなどで、自分の意見を持ち

積極的に他の人に伝える。さらに相手の意見を否定せ

ずに最後まで聞くことの大切さがわかった。答えがない

問いはもちろん、具体的な答えがある教科でも、多種多

様な考えを持つ人の別解を聞いたり、間違えたときは

間違えた理由を考えるなどをすることで、問いの答え

を確認してすぐ終わることがなくなった。日常生活でも、

古典における若紫の授業のように自分が興味を持った

ことを細かいところまで突き詰めることができた。 

◇日常会話で古典の話をしたり、友達同士で古文単語

の問題を出し合ったりした。 

◇源氏物語では日本史や世界史を織り交ぜたプレゼン

をしている班がありとてもおもしろかった。鴻門の会で

は中国の歴史や身分制度も同時に親しむことができた。 

◇論語とウェルビーイングの授業でたくさんの論語に

触れたことにより物事の見方が変わったり、様々な視

点で物事を見るようになった。それが他教科につなが

ったと特に感じたのは保健の授業のときだ。保健では

役になりきり、ディスカッションを行う授業が多かった

のだが、例えば、あることに対して自分の立場が賛成だ

ったとき賛成の立場でしか物事を見て意見できていな

かったが、賛成だけどこういう反対の意見も考えられる、

その意見に対しての反論までも深く考えれるようにな

ったので、古典の授業で思考を深められたのではない

かと思う。 

◇他教科でレポートや小論文を記入するとき、「国語で

やった感じで考えるとこういう構成にしたほうがわかり

やすいな」といったように授業内で知った自分の課題や

長所を活かして望むことができたとき。加えて、日常生

活で習った故事成語や四字熟語を活かせたとき。 

◇論語とウェルビーイングのエッセイを書いたことが保

健体育や世界史、公共などの人の生き方を考えるよう

な場面がある授業で多角的な味方をすることができた。 

◇保険の論理国語の小論文作成において、多角的な視

点から情報を集め、より良いものを作ることができた。 

◇源氏物語や弓争いが日本史の事件などがなぜ起きた

のかを理解するうえで役立った。特に弓争いでの藤原

道長の立ち回りが日本史での道長の強気な考え方と合

致していて、印象強かった。 

◇レポート作成においてだんだんと語彙力が向上しそ

れが論理国語やテストなどに繋がり活かすことができ

た。 

◇インターネット上にある沢山の情報から欲しい情報を

的確に集める力がついたため、論理国語のレポートで

生きた 

◇中国の歴史を漢文を用いて学んだため時系列などが

わかりやすくなった。便覧などの情報から日常的に使っ

ている言葉の由来などを知り、適した使い方ができる

ようになった。 

◇1 古文・漢文を読み進めてる時に、その時代背景の繋

がりや人との繋がりが、人文学として、一貫性があり、

歴史に大きく繋がりを感じたまた、親戚から頂い漢詩

紀行の dvd があるのですがそれを見ている時に、学ん

だことが出てきて、中国由来の言葉が少しだけ推測で

きるようになったと思います！ 

2 レポートを書く時に一つ一つの繋がりや時代事の特

性を類似してるものや共通点などから考察していき、

昔と現代の良さ・悪さを判断できるようになった。その

ため、昔からの文化や社会を知ることで多様的かつ多

角的にものの見方をできるようになったと思います。 

3 時代を正確に理解させ、その時の人間の本質的なこ

とを知れればもっと広がるのではないだろかと思った。 

◇源氏物語のレポートを書く際に書きたいテーマのこ
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とだけ考えるのではなく、この人の立場だったらどう考

えるのか、この場合だとどう思うのか様々な視点で書

くことができたと思うのでこれを元に他のレポートでも

他者の立場になって考えて視野を広げながらレポート

を書き進めることができたと思う。 

◇今もよく使われている推敲という言葉の授業でその

言葉の成り立ちなどを学び、漢文を通して日常で使う

言葉に付いてより知ることができた。また、論語などか

ら日常で使われている物もあり、今ある言葉や単語に

ついてより興味を持つことができた 

◇エッセイを書く論語の授業で自分の体験談から学ん

だことを書くことによって、起こったことから何が学べ

るのかを他教科や日常生活で考えるようになった。例

えば、数学のテストで低い点数を取ったとする。今まで

の自分ではその事柄を深く考えることがなかった。しか

し、授業で学んだことを考え、低い点数を取った裏側に

は、何があるのだろう（勉強が足りない、勉強法が悪か

った）と考え、学び、次に活かす事ができるようになっ

た。 

◇論語とウェルビーングでは孔子の考え方と現代の考

え方は通ずる部分があると知ることができたから。 

◇親が大河ドラマを見てたときにちょうど源氏物語な

どをやっていて、内容がすごく入ってきた。 

◇論語とウェルビーイングで自分が生きているうえで

大切にしていることは何かを見つめ直すことができ、自

分と向き合ったことで「自分の興味のあるものは何か」

という軸で進路選択を考えることにつながった。 

◇「論語とウェルビーイング」の授業で、孔子の考える理

想の姿や、人に対する正しい気持ちの持ち方などに触

れ、自身の他人への態度や接し方や物事への考え方の

欠点が見え、そこに真摯に向き合うことで改善すること

ができた。（冉求曰、非不説子之道、力不足也。子曰、力

不足者、中道而廃。今女画。『〜今お前はやる前から自

らの力量に限界を作ってしまっている。』など） 

◇論語とウェルビーイングの授業で良いこととか悪い

こととか人生における教訓みたいなことをたくさん知

れたし、それを機に自分の生活態度を少し見直すように

なった。 

◇源氏物語の単元で発表やレポート作りをするにあた

って、現代の恋愛との違いや意外と似ている所などを

日常生活で意識し、古典と現代文の繋がりを感じられ

た。 

◇レポートやチーム発表の際に調べ学習をするときは

様々な視点から考え、自分なりの答えを探し出そうとす

る経験をし、他教科においても諦めずに答えに辿り着こ

うとする姿勢が身についたと感じたから。 

◇自分の考えを他の人と意見交流をする中で多角的に

見たりより具体化や理由付けを行うことができたから。

また自分では考えつかないような意見も聞くことがで

きてもっと物事を様々な視点から見ようとするいいき

っかけになった気がした 

◇沢山の論語を読んで自分の出来事と関連させること

ができた。昔の人の考え方に触れることもできたし、今

までの自分を振り返ってみたり体験を思い出すことが

できて、とても楽しかった。論語から自分の思考がより

高まった気がして、日常生活では少しだけ心地よい生

活を高めることに繋げられたと思う。 

◇レポート活動など単元のテーマのみに着目するので

はなくて、そこからの自分の調べ学習や昔のことが多

いので日本史とつながったりした。 

◇特にレポート作成では、日常生活との関連性を探っ

たり、歴史について調べてみることで様々な視点から

内容を深掘ることができたと感じたため。 

◇数学では、自分が考える解き方以外により早く正確

に解ける方法を探すなど視野を広げることにつながっ

た。また、論国でも様々な情報を得たことによってレポ

ート書く際に視野を広げ、いろいろな角度から物事を考

えることができた。 

◇古典で成長することが出来た比較する力や多角的に

見る力を、論理国語のレポート作成のときに活かすこと

が出来たと思う。 

◇様々な視点で物事を見たり考えたりする能力は他教

科にもすごく活きたし、レポートや自分でなにかまとめ

るときにもより深く考え学ぶことができた。自分は部長

という立場なのでいろいろな角度から物事を見る可能

性がある。そういった力を手に入れることができたし、

グループワークや発表などで、ことばの力も手に入れる

ことができた。 

 

 

2 を回答した生徒→どのような場面で思考の深化や視

野の広がりを感じましたか。 

◇自分でテーマを決めて作るレポートは、結構思考や想

像力を使ったと思います。 

◇保健の小論文を書いたときなど、長い文章を書くと

きに今までよりも内容を濃くできていると思ったとき。 

◇古典の学習を通して、昔の複雑な文章や文化に触れ

さまざまな視点からみる、視野が広がった 

◇グループで源氏物語の発表をするための準備をして

いたときで、テーマを決めていたときに自分の着眼点

にはなかったところを拾っている友達がいて、それを聞

いた後に「もっと他の疑問点だったり、発表したら面白

そうなところを探してみよう」と思って今までとは違う

視点で源氏物語を読むことができたので、視野の広が

りを感じました。 

◇源氏物語での疑問解決に向けてチームで考察をして

いく中で、一つの答えを考察するのではなく、広い視点

からいくつか答えを考察できた点が良かったと思う。ま

た、発表後も先生からのフィードバックを受けてその内

容についても小論文で考察できたので、より源氏物語

の考察が深まったと感じた。 

◇今まで古典という作品に対して、古い時代のものだ

から伏線とか言葉の綾、隠された設定というものがな

くてもっと直接的な作品ばかりの印象だったのだが、

光源氏といった作品を見て、こんなに昔の作品でも今

のものと同じように、隠された心情というものがあるん

だなと知れた。そんな場面。 

◇グループワークやペアワークをすることで自分と異な
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る視点で物事を見ることが出来て、思考が深まったと

感じた。 

◇チームで課題を設定して考察する中で自分の思い浮

かばなかった発想が出てきて、そうゆう考え方もあるん

だと視野が広がったように感じた。 

◇漢文を解くときに、以前とは全く違う解き方で解くよ

うになり、漢文を読み解くことができるようになったの

で、思考が深まったと思う 

◇若紫のグループ発表を通しての個人レポートの作成

では、一つの視点からだけでなく、自然と様々な論文を

見ることで視野を広げることができた。 

◇物事を考えるときに自分の学んだ考えだけでなく対

になるような意見を想像するようになったり、広い視野

を持つようになったと感じた。 

◇何回も現代語訳などをしていくうちになんとなくで

古文や漢文を理解できるようになったところが思考が

深まっていると感じた。 

◇源氏物語のレポートで様々な立場や状況から見るこ

とやレポートのトピックが自分の興味関心を深めること

ができた 

◇源氏物語のグループ活動で、チームで話し合って自

分とは異なる考えや見かたがあって視野が広がった。 

◇毎単元レポートを書く機会があったので深く考える

きっかけになった 

◇源氏物語の単元で、グループで発表したあとに個人

でレポートを作成するときに、はじめのテーマ決めより

もっと柔軟に源氏物語を考えることができ、テーマ設定

ができたこと。 

◇古文や漢文の文章を読み解いていくうちに、昔の人

の考えや感覚を習い、現代との比較をすることによっ

て昔から今まででどのように人間の思考が変わってき

たのか知ることができた。その際に過去と今という視

点で考えられていると思い、自分の視野が広がってい

ると感じた。 

◇先日ふと昨年自分が言語文化の授業で書いたレポー

トを見直したのですが、1 年が経ち圧倒的により深く考

えていることがわかるようなレポートになっていると思

えたから。 

◇「源氏物語」の発表準備や各レポート作成のときに、

様々な資料を読み、自分で考えることで、より深く考え

たりいろいろな視点から見れるようになったとき 

◇一方的な授業ではなく、自分で疑問に思ったことな

どについての理解も深めたりすることができる授業で

あったため、教科書の内容の理解にとどまらず、探究的

に深い内容まで学ぶことができた点。特に、源氏物語で

はグループでテーマを決めて調べて考察をすることで、

多角的な意見で交流ができて視野が広がったと感じた。 

◇レポートを書く機会が何度かあったので、その時に一

つの視点から見るのではなく、様々な視点から見て、自

分の意見をより広げ、説得力のあるものにすることが

出来ました。 

◇源氏物語のグループ発表の準備の時間で、自分たち

が習っていた源氏物語とは違う視点で考察していくと

いうことをやったことで自分の源氏物語についての理

解がより深まったと感じた。発表のときにも、自分が思

いつかなかった疑問とその解説を聞くことで、より自分

の視野が広がっったと思う。 

◇レポートを書く際には自分の考えと収集した情報を

整理しなおす必要があるため、情報を整理していくなか

で仮説を新たに考えられたり物語への理解を深められ

たりした。 

◇他者と意見交流した際、自分が考えられなかった新

たな視点を発見することができた時、 

レポートのいい例を見たときに、参考文献の使い方や

客観性を重視した書き方などを学んだ時 

◇1年次のときよりもレポートを書くときの情報収集の

速度が上がったり、より深い内容のレポートが書けるよ

うになったりとレポート面での成長を感じることができ

た。 

◇源氏物語での映像を作る時にその時代の人になりき

って考えてみることで、例えば垣間見だと、今ではした

ら犯罪でしてはいけないことだが平安時代では垣間見

しなければ女性と付き合うことが出来ないということ

を知って、時代の移り変わりの面白さを知った。 

◇個人的に自分と考え方と違うものに興味があるので、

作品を通して平安時代や孔子独特の考え方にとても刺

激を受けた。特にチーム発表のときと論語のは印象的

だった。チーム発表のときはクラスに発表するので具体

的な情報を調べる必要があったが、そのときに平安時

代の暮らしを深く知ることができたので印象的だった。

論語はそもそも好きだったのもあるが、論語は多角的

な視点や人との関わり方を学べる書物だと思ってるの

で授業で触れられたのはすごく嬉しかった。 

◇他者のレポートや発表を見ていく中で、自分とは異な

った意見をみることができました。 

◇授業で古文や物語の話の内容や背景を学んでいった

り、レポートでより説得力や根拠を深めるためにいろん

な観点からの情報収取を意識して取り組んだ点。 

◇学ぶ前よりも古典の世界に関心をより持つことがで

きるようになりました。また、異なる古典作品どうしで

も当時の文化や常識は同じなので、既存の知識を活か

したりさらに知識を蓄積していくことで視野を広げたり、

古典の世界についてさらに学びを得ることができまし

た。 

◇以前の授業で出てきた重要語句や文法から文章の意

味を感覚ではなく理論的に推測でき、以前の授業で取

り扱った物語の歴史背景も加味してレポート内容を吟

味できたこと 

◇レポート作成などを通して、時代背景やいろいろな人

物の視点で物語を分析し、集めたそれらの情報を整理

して、自分で作ったテーマと照らし合わせる場面 

◇物語を読み進めるだけでなく、読んだ内容を踏まえ

て疑問を見つけるときに様々な視点から考える事がで

きた。 

◇源氏物語でのグループ発表に向けた情報収集のとき

に、発表テーマであった「光源氏の交際相手」の中で特

徴的だと感じた人物を選ぶことで、若紫と比較して

様々な視点から考えを深めることができた。 
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◇自分が今まで持っていた知識だけではなく、一年間

の古典の授業を振り返って自分と違う考えであったが

結果はおなじになるような解釈があることを少しずつ

理解していき、日常生活において、わからない問題など

と直面したときに、昔の教えだとこうだったのかななど

ひとつひとつのことに注目して考えれるようになった。 

◇読んだ文章からそれぞれがレポートとして文章を書

きそれを読むことで多角的に文章を分析することがで

きた 

◇源氏物語の授業を通し、自分 1 人では気づかなかっ

たものを、友達と一緒に考えることでより理解が深まっ

たり、新たに疑問が出てきて、それを解決するためにま

た調べて、と言うのを繰り返し行い，様々な視点から見

ることができた。 

◇多角的に物事を見れるようになった際に視野の広が

りを感じた 

◇他の人の意見をきく機会が多く、様々な考えを知る

ことができた 

◇現代語訳しているとき文に書かれているひとつの視

点から様々な解釈の仕方が生まれた。そこから調べる

ほど本当はこうだったのかと考えがどんどん深まって

いった。 

◇源氏物語のチーム発表で他のチームの人たちの発表

を聞いて自分にはなかった視点からのテーマや似たテ

ーマでも内容が全然違ったりしていて、視野が広がった

り、思考を深めることができた。 

◇模試や古典の問題を解く際に、授業でやった背景知

識が頭に入っていたり、古文単語などを覚えていたり

すると、こういう人物だったな、こんな意味があったな

など、文章につながる知識を思い出すことでより物語

の理解が進むような気がしたとき。 

◇現代語訳を進める中で、言葉使いや時代背景などか

ら登場人物の考えを読み取ることなどを通して、多様

な視点から物事を考え、考えを深めることにつながった。 

◇古文の物語文をいくつか読んでいくうちに情景のイ

メージが結びついていき当時の情景をより鮮明に想像

することができた。 

◇自分の価値観に基いた考えかただけではなく、授業

を通して見つけた新しい考え方に基づきながら思考を

巡らせたり時代背景などの細かい要素にも目を凝らし

始められたから 

◇レポートを作るときは様々な視点から物語を考えな

がら調べるので、なかった知識や考えなどをもとにより

深く鮮明に思考することができた点 

◇自分は、多角的視点から物事を見ることができるよ

うになりました。今回私はみんなが考えないような問い

を解いてみようと挑戦したことがありました。それを導

き出すには物語にいる普通の人物。あまり関係してい

ない人物の動きまで詳しく見る必要がありました。その

ため、映画を見るときもこの人の動きが不自然だった

のに伏線ではなかったのかと、友達と話すことがあり、

自分しか気づいていなく困りました。いままで、そんな

ことはなかったので色々な登場人物に注目して、見るこ

とができるようになって新たな気づきなどが生まれま

した。 

◇源氏物語の授業で特に感じました。グループ活動の

あと個人レポートを書く場面で、チームメンバーととも

に深めた考えを更に自分の興味関心にあわせて深堀り

していくことができました。 

◇ウェルビーイングについての授業で自分の人生を振

り返ったときに、自分の得意なことはなぜ得意になった

のかを深く考えることができた。また自分の苦手な部

分を発見でき、これから意識して克服してみようという

新たな視点ができた。 

◇大鏡のレポート作成のとき、「道長はなぜ南の院に行

ったのか」というように心情を読み取らなければならな

かったので、他の作品を読んで特徴を捉えるだけでな

く、道長の経歴や、権力を握る際なにに注意していたの

かなどまで考えることができた。 

◇今と当時の価値観の違いが多くあるため、ある文献

で入手した価値観を他の文献に活かして読んでいたと

き 

◇レポート返却などのときに自分と他の人のを比べた

ときに新たな視点での考え方を見ることができるし、レ

ポートを作る際にも授業で学んだこと以上のことを自

分から知りに行くことができるので思考が深まったと

思います。 

◇源氏物語ではグループで課題を立ててそれについて

調べたあとにさらに個人で新たにテーマを決めてレポ

ートを書いたので思考がより深まったと思う。 

◇関わりを考えることができた。 

◇古典を学習していく中で、今と昔では話し言葉が違う

ので、そこを日常的に繋がりを感じることはなかったで

すが、古典では今の時代では書けないような物語を読

むので、現代文とは違って、今という限定された年代の

文ではなく、幅広い年代から読んで考えるという学習

は新しい視野を広げられるものだったなと思います。 

 

 

3 を回答した生徒→どのような授業だったら思考が深

まったり視野が広がったりすると思いますか。 

◇もっと他教科や日常生活に関わっていることが明ら

かに分かる授業 

◇日常生活などリアルと関連付くような学んでいる実

感があるような取り組み 

 

 

L.あなたにとって「良い古典探究の授業」とはどのよう

なものだと思いますか。 

◇古文や漢文を学習する意味がはっきり分かる授業 

◇大人になっても活かせるスキルが身につく授業。知

識を学ぶだけでなく探究的な活動ができる授業。楽し

い、やりがいがある、充実した授業。 

◇對馬先生が今年やってくれた授業が良い古典探求の

授業だと思います。 

◇自分の疑問や考えを自身を持って伝えることができ

て、それをとことん調べて、おもしろいと感じることが

できる授業 
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◇常に課題に寄り添って自分の疑問点を時間をかけて

探求していけるような授業。 

◇ある課題に対して思考を重ね A ではないかと言って

B でもないというように自分の思考の奥の奥まで考え

させられるような課題をいい塩梅で織り交ぜられてる

授業。先生の解説だけの受動的な授業よりも先生の解

説を織り交ぜながら自分で考えるような授業形態 

◇一人一人が古典に真剣に取り組み、分からないこと

があればすぐに聞き合える授業 

◇入試の問題を解く際のポイントなどの解説をして学

力の向上につながる授業 

◇入試に向けた知識をつけることはもちろん、先に述

べたように知識以外の面でも日常生活により良い影響

が少しでも現れるような授業 

◇古典作品を現代語訳をしたり文法を覚えたりするこ

とはとても大事だが、そこで学んだことからこの 1年間

のように物語一つ一つを深く知る、考察する、言葉にす

るという発展的なことが出来ること。 

◇自分で考える授業。古典の面白さモチベーションが上

がるような授業。 

◇座学として平面的な事柄や情報を教えるだけでなく、

レポートなどを通して作品と長く深く関係をもつ機会を

通してその作品とはなにかを自分で説明できるほど理

解し、自分なりの意見を持てる授業だと思います。 

◇授業を受けていく中で、自分の興味・関心のあるテー

マについて追求できる授業。 

◇自分の考えを主張し、同じ意見、違う意見の人と交流

して更に自分の考えや知識を深めていくことができる

授業 

◇ただ黒板をボッケとみているのではなく自分で調べ

たり、それをもとに考えたりすること。 

◇学んだ知識をあることをきっかけでいつでも思い出

せられるようなもの。授業の楽しい部分を思い出したと

きに「そういえば～」でちょっとしたことを覚えていられ

るような授業。 

◇様ざなな古典作品に触れる受業（1 年の初めにやっ

た絵から読み取るとか） 

◇一つの回答で満足しないことだと思います。その回

答が出たとしてもまた別の案を取り入れてみたり提案・

発言できることが良い授業であるのではないかと感じ

た。 

◇古典という過去の世界に触れながら、現在あるいは

未来のことについて考えられるような取り組みをして

いる授業。特に、「論語とウェルビーイング」の単元がい

い古典探究の授業の例としてわかりやすいものと思う。 

◇やらされてる感がなくて、自分たちでわからないとこ

ろを考えたり、自分の興味関心に応じてテーマを設定

できたことが、すごく良い授業だったと思った。 

◇名前にもある通り、自分で興味があるものを探し、そ

れを自分が納得行くまで調べ、考察するといった探究

の機会が沢山ある授業。 

◇しっかり授業前に重要語句や句型を頭に入れたうえ

でいろいろな疑問を持ちながら古典にふれる授業 

◇授業を通して古典の模試などで使える知識とレポー

トなどを通した情景の考察をどちらも同時に行えるも

の。 

◇様々な古典作品に親しみながら、自分たちでたくさ

ん考えて、その結果知識も身につくような授業 

◇古文や漢文の内容を理解できて面白いとは思わなく

ともためになったと思えて、自分自身の新たな知識とし

て吸収できる授業。 

◇今までのような高校だけで終わるのではなく大学や

先の将来に必要な力が身につく授業が良いと思う。 

◇大学受験で使うような知識の定着と、古典の物語に

対して自分や周りの人で考えることが両方できる授業。

必要な文法力や基礎力をつけていく中で、物語の時代

背景や登場人物の言動で気になったことがあれば、他

の人との会話やインターネットを通して知識を深め、さ

らに興味を持てるような授業。 

◇クラスメイトと協力して現代語訳などでお互いの知識

を高め合い、そこで得た知識をレポート課題やエッセイ

の課題などでアウトプットする。 

◇ただ古文を現代語訳するのではなく、その次代の背

景に着目することで頭に入りやすく楽しい授業。 

◇ただ単に古典の知識(漢文の読みや意味、古文単語、

古文の文法など)を学び使えるようにすることではなく、

昔の読み物・今の読み物の相違点や共通点を見出した

り、今につながっていることなど、思考を深められる授

業のことだと考える。昔の読み物だと、個人的に今と書

き方や形式がほとんど違って正直、積極的に読みたい

と思えないが、順序立て少しずつ知識を学び、考えを深

めていけると興味を持って頑張れるのだと 1 年を通し

てそう思った。 

◇一人ひとりが、古典の時代背景や人間関係を踏まえ、

題材に望んだ結果、自分なりに考えを持つことができ

るようなもの。 

◇ただ古典の文法を学んだり、知識をいれることだけ

ではなく、なぜどうしてこの人はそんなことをしたんだ

ろう、と心情を読み取って考察したり、歴史的背景から

物語を学習するような授業。 

◇単に文を読んで与えられた問に答えるのではなく、

自身が興味 

・関心を持ったもの・ことについて調べ、思考の深化が

図れるもの。 

◇物語を理解して入り込み、最大限に楽しむことができ

る授業。 

◇自分の意見をしっかり他者に伝えその他者の意見を

取り入れて自分のものにできるような授業。 

◇一方的ではなく、生徒に頭を使わせる授業 

◇昔の風習や出来事だったりを古文、漢文を通して学

び、より詳しく調べて深めるもの。 

◇古典の楽しさに触れれる授業 

◇私の思う良い古典探究の授業はいろんな人と意見を

交流しながら進める授業だと思います。現代語訳を行

うときに今は隣の人と行っているけどそうなると二人

の知識を最大限に出しても訳を進めることが難しいな

と思う場面が 2 年間行って思ったので四人班などのグ

ループにしてもっと大人数の人と行えばもっと自分の
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考えが深まるのではないかと思います。また書いたレ

ポートもせっかく時間を費やして書いたのに先生に提

出して終わりはなんだかもったいない気がするので先

生からの評価が終わったあとにでもクラスの人と意見

交流を行う時間がもっとあってもいいと思います。やっ

ぱり他の人の考えや意見を聞いているとこんな視点か

らも考えることができるんだとお互い気づくことがで

きるので他者との交流の時間も授業の中に取り組んで

もいいと思います。 

◇現代と異なる言葉遣いや、言語について学び、今とど

のように異なるのかやどのようにつながるのか古来の

文化や生活様式などについて知り、今ある日本への見

方をより広げられる、より疑問を持って見られるように

なる授業 

◇自ら考えるを大事にした古典探求の授業。単なる知

識だけでなく、考えることを中心にした授業。 

◇古典の面白さを身につけた知識で気づくことができ

る授業 

◇自分で単語の意味を調べたりして訳をすることや、そ

の物語の内容を把握したうえで気になったことを自分

で調べたり、周りの友達と共有すること。 

◇古文単語や漢文の句法を学ぶだけでなく、他者と協

力しながら考えを見つけたり、与えられたテーマについ

て受け身ではなく自分から考え予想を立て様々な情報

から根拠を探し答えをまとめることができるような取

り組みをすることだと思う。 

◇生徒自らが考え、答えを導いていくような、生徒が主

導する自立した学習を行える授業 

◇昔の人の言葉とか物語から得た情報たちを自分の生

活に当てはめて自分を見つめ直すきっかけになるよう

なもの。あとは反対に昔から現在にかけて変化してき

たことを学ぶのも大切だと思う。どういう経緯があって

歴史が変化してきたのか、その過程を知れれば、今後人

生においてなにか変化しないといけないってなったと

きに役立ちそう。 

◇機械的にテストや受験の対策をするのではなく、授業

の中で色々な体験をして後から思い出せるような授業。 

◇より多くの古典作品に触れることができる授業。また

その授業の中で古文、漢文の知識や常識が身について

いくような授業。共通テストや二次試験で通用する基礎

力を身につけられる授業。雑学的な要素があって興味

深い授業。 

◇一つの事例について四人くらいのグループ学習をし

て自分の意見や他の人の意見を踏まえながら自分たち

なりに物事を関連付けたり比較してみたり具体化して

内容の理解をより濃くしていく授業だと思う 

◇古文や漢文を現代語訳で覚えてしまうのではなく、

知識を使って自力で読めるように頑張ろうと前向きに

取り組める授業 

◇古典作品をただ読み通したうえで内容の理解や文法

を身に着けていくのではなくて、物語の作者が伝えた

かったりとそういった深いところまでも見て考えていく

ような授業。 

◇古典の基本知識(文法や重要語句等)を身につけるこ

とができることに加えて作品について深く知れるよう

な授業。自ら疑問を見つけ出し考えて調べ思考を深め

られるような授業。 

◇古文や漢文の文章を読み、文法などを理解して終わ

りではなく、それをもとに自分なりの考えを持って作品

を読んだり、いくつかの作品を照らし合わせたり関連付

けて自分の考えをまとめることをする授業。 

◇古典についての知識をつけることが出来、様々な視

点から考えを深められるような授業。 

◇古典探究に限らないが楽しく学びを深められる授業 

◇古典の知識身について、一人でもできるくらいにな

るレベルまで自分を上げてくれるのが、良い授業だと

思います。 

◇知識の定着だけでは終わらない授業 

◇良い古典の授業とはただ教科書の内容を解説するだ

けではなく、ディスカッションなど仲間と意見を共有し

て思考を深められる授業。現代からどう古典を学んで、

どう生かせるかを考えられる授業だとより良いものだ

と思います。 

◇自分たちで考えながら、思考や視野が広がる授業。 

◇生徒が自ら考え答えを出していくといった主体性が

身につく授業。 

◇その場その場の古典を一つずつやっていくものでは

なく、一つの作品に対してより深く理解を深め、その一

つの作品に対しての理解が今後の古典全てに活かせれ

るような学習のできる授業。 

◇自分の意見を根拠を持って他者に伝えたり、異なる

意見を聞いたりして他者も自分も学びがある授業。 

◇個人で作業するだけでなく、他者と協力して作業す

ることで学びを深められたり、日常生活にもつなげるこ

とのできるもの。 

◇クラスのみんなで協力して一つの作品について考え、

自ら進んで参加しやすく楽しく古文や漢文の基礎や応

用が学べる授業。 

◇自分の意見を気軽に発表することができ、より多く

の人と交流ができる授業。 

◇ただ知識をつけるだけではなく、自分の興味につい

て深く調べ、様々なことを考察していくような探究的な

ことができるもの。 

◇今年受けたような授業の形で、ペア活動が多くわか

らないまま終わることがなかったので理解を深められ

たと感じた。 

◇基礎知識や読解力、共通テストへの学習をしながら

昔の物語や言葉に気難しくなく気楽に捉えられる授業 

◇他者と交流しながら、広い視野でより良いものを作

り上げ、いままでできなかったことができるようになる

こと。 

◇クラスメイトと協力し答えを導く機会がある授業 

◇自分から疑問を見つけに行き、その疑問を明確な根

拠を持って答えを出し、解決につなげていく。 

◇ただ授業を受けて表面上の知識を知るだけでなく、

時代背景が理解でき、親しみやすく文章に臨めるよう

な授業。 

◇日常で古典文学に触れる機会は早々無い中で自分か
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ら古典文学に触れたいと思えるような授業 

◇毎時間真剣に取り組み、授業を通して自分の知識を

向上させ、疑問を持ちながら考えを深めていくもの 

◇知識的な部分も補いつつ、古典の内容を流れや人物

像など深層的にしっかりと理解することができる授業。 

◇時代背景などを考えながら文章を理解・考察してい

ったり、古典の問題などを解いていく上で一番重要で

ある、基礎文法や古文単語などをしっかりと理解するこ

とで自分の読解力を向上させることができるような授

業 

◇古文も漢文も文法や単語を淡々と学んだり一人でず

っとわからないことを悩んだりせず、ペアなどで協力し

て問題を解いたり、レポートを書くだけではなくグルー

プワークで古文や漢文について話し合ってみたりする

など、一人でつまらない授業ではなくみんなで協力し合

って楽しく行える授業がいい古典探求の授業だと思う。 

◇ペアワークや発表会など、他者と交流することで自分

にはない考えに触れることができ自身の理解を深める

ことができる授業。 

◇古典から現代社会に必要なものを学び取り、今後の

人生に役立てる授業 

◇めんどくさいなと思うことなく次の古典の授業が楽

しみなるようなもの 

◇ただ重要語句などを覚えるだけでなく、古文を通じ

て思ったことを周りの友達と共有したり、それを実際に

表現したりするのが個人的にすごく心に残っていて良

い古典の授業だったなと思った。周りの仲間と話しの

場を設られるのが良い授業だなと思った。 

◇作品に深く触れながら古典単語や助動詞、漢文の重

要表現のような知識の面を補える授業 

◇授業で得た知識をただ作業的に使うのではなく、得

た知識から関連したものを探したり、現代と比較してみ

たりと自分から＋αで学ぶことができると良い古典の

授業に繋がると思いました。 

◇すべてを教えられてわかるようになるのではなく与

えられた知識から自分たちで思考を深めて学びを得ら

れるような授業。退屈になる人が誰もいなく、楽しく学

習できる授業。 

◇与えられたものをただこなすだけの授業ではなく、生

徒自らが疑問を発見し答えを導き出すために様々な観

点から考えることができる授業だと思います。 

◇文法や単語の確認だけでなく、物語全体を把握して

興味を持てるもの 

◇ただ昔の物語として学ぶのではなく、その時々の日

本の時代背景や受けた影響など、歴史的な観点や文化

的な観点と結びつけて、古典についての知識を深めら

れるもの 

◇古文・漢文を訳して読むところで終わらずに自身の考

えを明確にし、レポートや全体発表などの作成段階で思

考力を働かせる授業。 

◇今まで考えてこなかった視点で物事を思考したり、

「論語」のような昔の書物から自分の考えを見つめ直し

たりと古典の授業からでしか学べないことを生徒のみ

んなと一緒に考えることができる授業。 

◇ただ話を聞いて答えを理解していくのではなく、自

分たち自身で考えれるような時間を作り、問題に向き

合って周りと協力しながら問題解決に取り組むことが

でき、その過程でわからないものがあったとき、気軽に

聞くことのできる授業。 

◇古典に触れるだけではなく知識としてなにかに対し

て調べて文章から自分の推測をたてるもの。 

◇今のように、自分たちで訳を使っていき、先生に言わ

れるのを写すのではなく、主体的に取り組む授業が、理

解をより深めていくと思う。 

◇J の項目を出来るだけ多く、1 年の終わりに身につけ

ることが出来たなと感じれる授業。映像資料もあったり

する授業（より興味が引かれると感じたため） 

◇文法などの知識を身につけるだけでなく、時代背景

や登場人物の特徴などから深く考察するもの 

◇友達と協力しながら文章を読み、わからないところや

アドバイスを先生に教えてもらって共に知識を深め合う

授業のことだと思う。また、私はわからないとすぐに答

えを見てしまう癖があるため、答えを自分達の力で探

る授業は自分にとっていい授業だった。 

◇主体的に取り組むことができ、古典の楽しさを感じる

ことのできる授業。 

◇授業を通して、日常生活などでいろいろなことを多

様な視点で見ることができるようになったり、話し合う

ことで様々な人の意見を受け入れることができる能力

を身につけることができるような授業。 

◇多角的な視点から物事を考え、他者と意見を交流す

ることで、自身の考えや知識を深めていける授業。 

◇知識をインプットしながらすぐにその知識をアウトプ

ットしていきより良い定着と気づきを培えられる授業 

◇自分の価値観の再認識と他者の価値観を比べること

ができて、そこで新しく出会った価値観を理解(共感)し

て視野の拡大を促進させること。知識も模試や共テで

必要になってくるので助動詞や古文単語、再読文字な

どの定着に繋がる授業 

◇受験対策につながる知識的な学力が身につくことは

もちろん、その他にも、時代背景や物語の中の人のこと

について思考し、現代との相違や共通点などを考え、そ

こで得たものを自分の価値観にプラスでき、古典が面

白いなと感じることができる授業。 

◇古典探求の授業は探求すべきだと思います。私は、

今のままでいいと思います。 

◇私にとって良い古典探究の授業とは、ただ知識を得

るだけではなく、得た知識を実際にどのように活用す

るのかということを教科書の本文を訳していく過程で

自分なりに考えることができ、本文の表面的なことだけ

でなく、登場人物の人間性や人と人とのつながりまで

深堀りしたうえで、自分が追求したいものを形にするこ

とができるもの。 

◇古典は現代人にとって親しみづらい科目なので、古

典に親しむところから授業に入り、授業で教わる知識を

頭に入れた状態で、昔の人の考え方や文化などについ

て他社と話し合うなど交流することで最終的に古典の

面白さに気付かされる授業 
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◇ただ古典の内容にふれるだけでなく、大学受験まで

使える知識(文法や古文単語など)を身につけることが

できる授業。また、学習の目的は大学受験だけでなく、

古典を通して昔の価値観や文化にふれることでもある

ので、文章を深く丁寧に読んで歴史背景を掴むことの

できる授業。 

◇文献を読むだけでなく、その文献をもとに他の文献

について調べ、考察する授業。 

◇わかりやすい、終わったあとにしっかり理解できてい

る授業 

◇古典の重要単語、文法などがしっかり身につきなが

らもプラスアルファで自分が疑問に思ったことについ

て調べられる授業 

◇自分で考えて積極的に考えることができる授業。 

◇私にとって良い古典探求の授業とは、思い浮かび続

けるということです。なぜなら、古文は自分たちの想像

に過ぎません。答えはわからない、だからこそ思い浮か

び続けると良いのだと思います。そうすれば、いつか自

分の納得のいくものが出来上がると思ったからです。 

◇実際の古典に触れ、その背景を知ることで、もう一度

読んだ時に「面白い。」と感じることができるようになる

授業。 

◇古典作品にへの親しみを忘れず、知識技能の定着を

図るもの 

 

 

M.この授業であなたが「学び」を実感した時はいつで

したか。また、その時に何を感じましたか。 

◇自分がなにかをできてなかったときに、周りの人に

教えてもらった時 

◇1 年次の時と比べて自分の書くレポート課題のレベ

ルが上がったとき。2 年の前期(源氏物語)ぐらいまで

は、レポートを書くことにとても苦手意識を持っていて

毎回苦しい思いをしていました。しかし難しく考えすぎ

ず気になったことをどんどん調べて情報を集めていく

うちに考えが定まったりすることもあり、情報収集の大

切さに気が付きました。初めて古典のレポートにA評価

がついたことがとても嬉しかったです。1 回だけでなく

これからも良い評価を得られるようにレポートを書く技

術をあげていきたいと思います。その為に、A 評価の他

の生徒のレポートから良い部分を盗んだり、気になるこ

とは沢山調べあげたりする挑戦する気持ちや、やり抜く

力を大切にしていきたいです。 

◇他の人が書いたレポートを自分のレポートと比べた

とき。自分では全然思い浮かばなかった視点で考察さ

れているものが多くあったので着眼点の面白さを感じ

た。 

◇文法や訳し方などの知識がついたときも学びを実感

するけれど、それだけではなく私はもともとレポートが

苦手だったり、文章を読んでなにか疑問に思うことがあ

るかときかれてもあまり答えることができなかったの

で、2 年次の古典探求の授業ではほぼすべての単元で

小さくて単純な疑問もあったけれど、文章などに対して

さまざまな考えがどんどん出てくるようになったので、

自分の考えや疑問をもち、それを周りに表現することが

できているときにも、学びを実感したと思います。 

◇今まではサラッと見ていた古文を一つ一つ助詞を分

けたり、意味を考えながら進めることができたとき。 

◇レポートを作っていくにあたって、自分の調べていた

ことと日常の知識が意外なところでつながっているこ

とに気づいた時。 

◇古文に出てくる単語を全て調べなくても文の意味を

理解できるようになった時。古文単語の小テストを毎回

真剣に取り組んで良かったと感じた。 

◇ペアワークなどでお互いの考えを出し合って現代語

訳に取り組んだ時に一人では気づかなかった点などが

ペアワークだと気づくことができるということがわかっ

た。 

◇1 年次のときと比べてレポートの書いてある量、内容、

言葉回しなどすべてが上がっているときに学びを実感

し、正直レポートを 1 年のときから多く書いており面倒

に感じた瞬間もあったが、レポートを見比べたときにや

ってきたことが成果として現れ、成長を実感できた。 

◇レポートを返された時に色んな人のレポートを見ると

一つ一つのレポートに個性が出ていたり、書き方やテー

マなどすごいなと思うことが多くて、特に良い人のレポ

ートをまとめた冊子を見るとどれも多角的な視点で考

察している時に凄いなと思いました。その時に自分もも

っと書き方を見直したり、情報収集を多角的な視点か

ら考えられるようになりたいなと感じました。 

◇他の人の良いレポートを見たとき。文章量の多さやレ

ポートの書き方、持論の思考の深さなどを学んだ。 

◇競射のレポートなどでなぜそうなのかという問を聞

かれたときに、自分なりの答えと理由をすぐに思いつ

いた時です。その作品について、アバウトなことだけで

なく登場人物やその像,性格などに深い理解があるから

すぐに答えられたと思うので、作品を深く理解できるま

でに成長したのだと実感しました。その成長は、この二

年間で確実に成長していることが確かめられて自身に

繋がりました。 

◇エッセイを書いて自分で見直していた時で、書いてい

く中で自分が思っていたよりも他者に影響されながら

生きていることに気づくことができ、論語という作品を

通じて、孔子のような昔の人の偉大さや考えのつなが

りを感じた。 

◇論語とウェルビーイングの授業で、改めて自分を見つ

め直し、自分の長所短所に気づくことができたとき。ま

たそのとき、自分を見つめ直すことの大切さを実感し

た。 

◇最後にレポートを書くときなどにスラスラ自分の考え

や思いが出てきたときに学びをかんじ、とても達成感

があった。 

◇論語とウェルビーイングに付いての授業のときに今

までに論語という作品は触れたことがなかったが自分

が元々持っていた知識（言葉）とつなげることができ、

知識の元ネタとしてどうしてそのような言葉ができた

のかなどを知ることができたとき。また鴻門の会など

中国史を学んだときに中国で生まれた四字熟語やこと
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わざ（今回で言う漁夫の利など）の語源を知ることがで

きたとき。 

◇光源氏の物語のレポートで、今までで一番多くの論

文やサイトを読み、そこから得たい情報をまとめるとい

う作業をすることで、様々なものに目を通し理解をする

学びを得ることができたと思います。また、その時同じ

チームだった人と情報交換や同じ論文を読みあうこと

でよりよい情報から考えを深めることができたと思い

ます。その時学びとはまずは知識をたくさん頭にいれ

るところからだなと思いました。 

◇ペアワークをしている時。自分以外の人の考えを取り

入れることができ自分たちでより良い書き等に導いて

いくことの姿勢から学びを実感じた。 

◇D で記述したとおり、「論語とウェルビーイング」で、

エッセイにて孫正義について取り上げ、書き上げた時。

日常生活からも古典的な学びを発見することができる

ことに気づけた。 

◇ペア訳をしている時に、今まで自分が理解できてい

ないと思っていた事がわかるようになっていた時に学

びを感じた。また、レポートを書く上で沢山論文を読ん

で知識が増えたり、交流をする中で自分の考えが変わ

ったときにも学びを感じた。 

◇一年生のときの古典の授業では、出されたものをた

だやっていただけなので、興味があまりなかったが二

年生になってからは自分からやりたいことを探し、本気

で取り組めたので毎授業、達成感があり、楽しみながら

頑張ったため、すこしずつ興味がわき学びを感じていた。 

◇もともと古典のお話はユニークなものが多いし、だい

たい内容は決まっているから好きだったけど中学では

あまり点数が取れず、せっかくすきなのになぁと悩んで

いた。高 1でも好きだけど点数には繋がらず、国語の先

生にはなれなさそうだな、とおもっていた。高 2 になっ

てからは、まず重要語句、句型を覚えたことで、他のお

話で出てきたときには楽しく読むことができた。そして

読むときには、授業中には◯や▢をつけるのに、テスト

になったらつけないという高 1 ででた問題点を解決す

るために、テストのときにも自分がわかりやすいような

印をつけたり、英語の長文みたいにスラッシュをひいて

みたり誰がはなしているのか整理したりと、自分なりの

読み方を見つけることができた。そのお陰で、一回絶望

的な点数を取ってしまったけど、それ以外は平均点以

上…？を取ることができた。（再チャレンジテストもめげ

ずに頑張ることができた。） 

◇グループワークやペアワークを通して理解の確認を

行いあったとき。 

◇私は大きく 2つの単元で学びを感じました。 

1 つ目は源氏物語の単元です。今までは先生から問(課

題)が提示されていて、その問いに関する自分の考えを

理論付ける根拠となる情報を収集してレポートを書く

という授業でしたが、自分たちで作品を読んで疑問に

思ったことについて考える授業だったのでいつもより

も色んな部分に興味関心を持ちながら発表準備、レポ

ート作成に取り組みました。特にグループ発表では友達

と協働しての作業で、やったことがないからこそ苦戦し

てしまうこともありましたが、自分たちが考察をしてそ

のっ考察に対する根拠となるような情報が見つけられ

て時には一人で作業するときよりも大きな喜びを感じ

ました。 

2 つ目は論語とウェルビーイングの単元です。この授業

では論語と自分の経験を元にウェルビーイングについ

て考えるものでしたが、エッセイを書きながら自分が生

きていくうえで大切にしたいと思うことが明確化して、

勉強としてではなく、日常生活における自分の価値な

どを見出すことができ、とても有意義な学びになった

ようにに思います。 

◇古文や漢文の本文の内容に入る前の、その文章の時

代背景や人物の紹介のときに「このような背景からこの

文章が生まれたのか」と感じた瞬間。 

その時に、同じ世界に生まれながらも私達と当時の

人々の背景や文化の違いを感じた。 

◇源氏物語の発表の際。各自の知りたいことをさいに

ーで情報を調べながら発表まで持っていくのは大変だ

ったが、他者と協力して一つのものを作り上げるのは

とてもやりがいがあるなと感じた。 

◇物語の細かいところまで調べて整理していく中で、

古典全体の世界の見通しが持てたり、その時の状況や

根拠から自分なりの考えを持てたこと。一年生の頃は

難しくなる文法の気を取られ者語たりの細部まで考え

られなかったため、二年生になって細部まで探求してみ

たとき、古典の世界は文法以外にも興味深い内容がた

くさんあり、考えていくほど新たに知りたいことが増え

るような、「興味が湧くこと」の大切さを学べた。 

◇古文単語テストや定期考査に向けて勉強していると

き、自分なりに効率よく勉強するための計画を立てるこ

とができた。 

◇学びを感じたのはペア訳の時間。去年まではペア同

士でわからないところがあると、「わからないねー」で

終わっていたが、今年はわからない部分の前後から予

想した「仮訳」を考えたり、１年生の頃は文法書の見方を

よく理解していなかったが今年は見開きページ以外も

見るようにし、わからない部分と似ている例を積極的

に探すようになった。去年よりも主体的に学習に取り組

めていると感じたとき、自分はやればできるんだという

ことを学び、嬉しくおもった。 

◇他教科の授業を受けているときや日常生活を営んで

いるとき。以前だったら自分はこう考えられていなかっ

たのに、冷静に違うものの見方もできるようになったと

感じることが多々あるからだ。レポートを書くときなど

一方の視点だと説得力がないので、ほかにはどのよう

な考えがあるのだろうと考えさせることが多かった。そ

こできっと多面的に見る力が伸びて、学びが授業内に

収まってしまっていないことが良いと思った。 

◇過去の自分の行動と今の自分の行動を比べ、過程を

基に成長できたとき、実感した。例えば、今この振り返

りを打っているとき感じたことは、「速くなった」という

ことである。そしてこれは、自分が一つ一つの単元に向

き合いそのたびに何度も自分の課題や長所を振り返っ

た経験があってこそ起こる事柄である。このように、あ
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まり得意でなかった振り返りがスラスラ書けるようにな

ったのも、一つ一つの過程を大事にし、成長したからこ

そであると感じた。 

◇源氏物語のレポート作成のときに学びを感じた。レポ

ートはクラスメートと協力してレポートを作成したが、私

はあまり人と協力するのが得意ではないため、少し苦

戦することが多かった。だけれど、よく周りの人の話を

聞いて、受け入れようとしたことでレポートを良い状態

で作ることができたと思う。 

◇「論語とウェルビーイング」でのエッセイ作成に際して、

孔子がなぜこの言葉を発したのかという背景を知るこ

とができ、視野の広がりを感じた。 

◇レポート作成では、自分の疑問点を発展させていき、

追求していくことで多角的に見る視野や、言葉の意味

を深めていくことの楽しさを学ぶことができた。また、

物語に入り込んで考えたときに登場人物の意図が見え

ていき、そこに古典の面白さを感じた。 

◇自分は助動詞や重要語句の意味が苦手だったが授業

でのペアでの和訳などによって徐々に覚えることがで

きそれをテストで活かせたとき学びを実感できた。その

とき他者と共有しながら勉強することも大事なのだと

感じた 

◇レポートで良い評価を受けたとき 

◇ペア訳のときに同じ表現が来たらスムーズに訳すこ

とができた。自分に力がついていることを実感した。 

◇孔子の儒教という考えが、素敵だなと感じた 

◇史記の現代語訳をしているときに同じフレーズや言

葉が出できたときに即座にこの言葉の意味を理解する

ことができたときです。その時に繰り返し復習すること

は頭の中に入っていくんだなと実感することができま

した。 

◇論語とウェルビーイングの授業で古典の考えと今や

自分の考えとを結びつける授業で昔の文化を結びつけ

ることの大切さを学んだ。いまある考え方はネットなど

で簡単に広まり、多くの人が知っているけれど古来の

考え方はあまり広まっておらず、馴染のないものもある

ので自分の視野が広がることに繋がるということを知

った 

◇再チャレンジテストです。最初のテストで低い点数を

取ってしまったのですが、再チャレンジテストの取り組

みにより、低い点数を取った理由をより考える様になり、

改善点を１つ１つ潰して、４回のテストを通して、点数ア

ップができたこと。そのときにしっかりと、やるべきこ

とをやっていれば確実に実力はついてくるとわかった。 

◇劉邦と沛公の話が終わったときに教科書を使っても

う一度本文を読み直したとき、「漢文楽しー！」と思った

し、普段漢文が苦手な私が本文を訳せたからより一層

感動した。 

◇テストで大境や鴻門の会の問題を解いたときに頭の

中で情景がしっかりと浮かび、登場人物や話の流れが

鮮明にわかったとき。普段の授業で自分で調べたり、興

味を持ってやることで頭に入りやすいと思った。 

◇源氏物語のグループワークで分担して情報を集めた

ことによって自分だけでは見つかることの出来なかっ

た新たな情報を得ることが出来たときに、人それぞれ

物事の視点が異なり、意見を出し合うことで考えが深ま

っていき他者と自分の考えを照らし合わせることの大

切さを感じた。 

◇授業で古文/漢文読解を重ね、知識を蓄えていくなか

で、今まで読めなかった文法や単語を読めるようにな

ったり、読解スピードがあがったなと感じるときなど、

日頃の取り組みが実を結んだとき。 

「論語とウェルビーイング」のような授業で、新しい考え

に触れ、自らの考え（失敗をただ悪いものとみなすこと

など）を刷新できたときなど、自身の精神的な成長を感

じたとき。 

◇論語とウェルビーイングの授業は、今まで出会ってこ

なかった考えを知る機会になって楽しかった。 

◇源氏物語を読んでどのような情景か思い浮かべられ

るようになった時。元々現代語訳の源氏物語を読んだ

ことはあったけれど、まさか古文でちゃんと読めるよう

になるとは思っておらず、授業の中で読解しようと試行

錯誤しているうちに現代語で読んだものと同じ情景を

思い浮かべることが出来て嬉しかった。解説無しのテス

トなどでも古文を自分でブロック分けして読めるように

なったと思う。 

◇大鏡、競射の訳をするときには今まで得てきた古文

の知識（助動詞、接続助詞など）を使って、ほとんど正し

く訳すことができた。しかし、同時に重要な文章で訳を

間違えているなど、致命的なミスをしていることもわか

った。共通テストまでには修正して訳を完璧でなくとも

内容はあっているように練習していきたいと感じた。 

◇源氏物語の若紫でグループになって発表する授業の

とき。若紫で疑問に思ったことがだいたい同じ人とグ

ループになったけどその中でも人によって同じ考えだ

けど捉え方が違かったり自分はこう思っていたけど調

べていくうちにだんだん考えが変わっていったり一つ

のことに対して様々な角度から見ていくことで物事を

多面的に見たり他の人と意見を比較したり具体化する

ことの重要性を学べた。 

◇1つの単元が終わってレポートを書く時に学びを感じ

る。真剣に授業に取り組んでいく中で、教えてもらった

ことや自分の疑問などをレポート作成の時間でより理

解を深められるから。 

◇古文で競射をやったときに、古典作品からその当時

の緊迫感だったりとかの本当の昔の様子を想像する事

ができるのだと学んだ。 

◇授業で古文漢文の訳を行う際に調べなくても自信を

持って訳ができることが増えてきたこと。グループワー

クやレポートの読み合いを通して自分で考えるだけで

なく多角的な視点で考えることができたこと。これらの

学びを通して、古典の知識がついてきたことや新たな

考え方にふれる面白さを感じることができた。 

◇源氏物語のレポートをグループで作成し、発表したと

き。今までは先生に提示された内容のことを自分なり

に調べて文章などにまとめていたけれど、自分たちで

テーマを設定するところから始まったので、いつもより

も自分が知りたいことを沢山学べたし、一つのテーマだ
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けっではなく、そこから内容をふくらませるなど工夫し

なければ濃い内容にならないと感じた。 

◇源氏物語のグループ発表のときは収集した情報と考

察した内容が少なく完成度が高くなかったが、個人レポ

ートではグループ発表で受けたアドバイスをもとにして

更に情報収集、考察を行った。それで A◯を貰う事がで

きたときに学びを実感することが出来たと思う。比較、

分類する力、関連付ける力などがついてきたと実感す

ることが出来て自信につながった。 

◇学びを実感したのは何かがわかったときでその時関

連つけることや比較することの大切さを学ぶことがで

きた。 

◇漢文の訳をやっているときに、意味を知らなくても

漢字の意味を考えて訳せば 8 割型あっているときに感

じました。 

◇物語に込められた意味に気づいた時です。僕は物語

が好きで、普段から本を読んだりするのですが、古典の

物語は読解が難しかったので、あまり読んでいませんで

した。ですが、この授業を通じて、多少古典の物語の内

容を理解できるようになり、テストなどででてくる物語

を見るのが少し楽しみになりました。これが僕にとって

の大きな学びだと思います。 

◇実際に「学び」を実感した時のひとつとして期末テス

トで答えを共有しているときです。テストは解いてから

時間がたって内容を忘れ復習を疎かにしがちですが、

授業でテスト返却の前にグループで答えを共有するこ

とでより学習したことが定着したと感じた。 

◇授業で学んだことを活かして、模試の古文・漢文でし

っかり点数を取ることができたときです。今までに学ん

だことを発揮できたので、自分の成長を感じることが

できたし、今まで全然点数を取ることができていなかっ

たので、すごく嬉しかったです。 

◇小論文では今回は良くかけたなと思ってもみんなの

小論文を読むと情報収集の量だったり、考察力、文章力

と量が自分よりもあっていつも圧巻されているけど、そ

れがもっとわかりやすい小論文にしたいっていう意欲

につながったし、自分で自分の足りていないところを見

つけられたのが学びにつながったなと実感した。 

◇光源氏を初めて読んだ時に、昔の作品でも今のもの

と同じように隠された心情というものがあることを知

れたこと。今までの古典は昔のものだから直接的な文、

というイメージを覆してくれたとき。 

◇古文の文法や古文単語の知識が増えた時に「学び」を

感じた。 

◇源氏物語でチームで課題を設定して考察までしたこ

とで、自分の思い浮かばないことを他者から学ぶこと

ができて、視野を広げることができたと思った。また、

その後の個人レポートではチーム発表を活かしてより

深く考察できたと感じた。 

◇一度取り扱った作品は、一つ一つの単語の意味や文

章の表現がスラスラとわかり、文章を何のサポートもな

しに読めるようになっているところ 

◇古文単語テストで覚えた単語が問題に出てきたり、そ

れを理解することができたときに自分の実力となって

いるんだなと感じる事ができた。 

◇源氏物語のグループ活動などのときに、はじめに自

分の考えを持った上で他の人と意見交換をして自分に

なかった考えを知って、それを自分の発表やレポートに

取り入れてより良いものにできたとき。自分の成長や

思考の変化を感じた。 

◇レポートを作成したときに本文の内容がしっかり入っ

ていて、その頭の中に入っている内容を使ってレポート

の作成ができていたから学べていたんだなと感じた。 

◇レポートを書いたとき。振り返りをしているとき。レ

ポートを書くときに自分の視点の広さや語彙力の高ま

りを感じることができた。文献や情報収集したうえで自

分の頭の中をレポートを通じて他者に伝える事ができ

ているなと感じた。振り返りをしている今この瞬間この

一年がフラッシュバックした。当時はめんどくさくて難

しかったが古文の読み解きなど今までよりも苦手意識

が薄まっていると感じた。 

◇クラスメイトのお手本のようなレポートをみたとき、

表現の仕方に感心したり、自分で気になったことを調べ

て理解したとき、良い学びだと思った。 

◇調べなくても意味がわかる古文単語が増えたのを感

じたとき 

◇古文の助動詞を表を見ないで、意味などを言えるよ

うになったとき。 

◇授業の導入で突然文章を読解するのではなく、その

文章の登場人物の人物像などを簡単に説明してくれる

ことにより、文章を読み解いていく時の理解度が全然

違うと感じ、背景知識の重要性が大事と学びに感じた。 

◇ペアで訳を進めている時に、この場合ってこうだった

よねと去年に比べて訳していくスピードが上がってい

たときです。単純に知識の定着が出来ているという自

覚をしました。 

◇現代語訳を自分とペアの人で最後まで取り組んだと

きや、板書で新しい知識を知った時に、以前よりも古典

に関する知識が深まったと感じた。 

◇論語とウェルビーイングの単元で、初めてエッセイを

書くことで書き方などを学ぶことができた。また、それ

ぞれの単元でのレポートでも、論文などを使って様々な

情報を集めることにより、その単元に関わる内容で知

識を深めることができた点。そして、その情報を自分の

意見の根拠にするために、裏付けたり一貫性をもたせ

るのが難しいなと感じた。 

◇私は源氏物語や、大鏡などで小論文を作成した時に

一番学びを感じました。私が小論文を書き始めるとき

は、毎回それに関する知識がほとんどないので約10以

上の論文を読み、そこで様々な知識を得ることができ、

それぞれ違う論文から得た知識同士が、同じ根拠とし

て繋がった時に、達成感や、喜びを感じました。 

◇毎回単元の終わりに書くレポートで、授業で学んだ単

元の本文以外にも、その続きの文を読んだり、当時の情

景を詳しく調べるなどしたおかげで、より二年生で学ん

だ古文や漢文について詳しくなれたし、授業についてよ

り司会することができたので、学んだあとにそのままに

するのではなくより詳しく素人することが大切なんだな
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と思った。 

◇授業内で教えられた文法がもう一度別の文章で出て

きたときに正しくその文法が訳せたときに学びを実感

した。自分の知識が身についていることを感じ嬉しく思

った。 

◇生徒たちで穴埋めの訳を考えていたときに、あらす

じだけを教えてもらうことによってゴールだけわかって

いる状態になり、単語の意味や雰囲気を上手く読み取

り自分たちで考えることが私が学んでいるなと感じた

瞬間でした。 

◇古文・漢文の現代語訳のときに学びを感じることが

多かった。文章理解において大切な知識を知る機会が

多く、定期考査や模試で活かせそうだなと感じることが

あった。 

◇鴻門の会の授業の時にペアワークをしてくれた友達

がすごく詳しくて鴻門の会のその後の話などを聞かせ

てくれたり、漢文からきた四字熟語の具体的な言葉の

でき方などを教えてくれて本当に面白かったしすごく

学びになったなと思った。その時に授業で個人で作業

するのではなくペアワークをする利点に気付かされた

り、友達の知識量や興味のあることへの向き合い方に

すごく驚かされ自分もそうなりたいと思った。 

◇一つは、古典単語のテストの単語が本文出でてきて、

かつその単語の意味を捉えれたとき。自分の身にしっ

かり付いてるのを実感できた。もう一つはチーム発表

のとき。それぞれのチームが深く調べたことを聞けるタ

イミングだったので、自分が知らないことをしれた感覚

が学びを感じた。 

◇良いレポートが書けたときに「学び」を感じました。レ

ポートを書くことでその題材の深い部分まで自ら知ろ

うとすることができ、さらに自分の調べて得た知識を

整理することができ、それが学びにつながりました。学

びに大切なことは自分から知識を得ようとする積極性

なんだとかんじました。さらに単純に古文単語テストな

どで良い点を取ることができたときも学びえを感じる

ことができました。 

◇去年から習ってきて今現在も学習している文法や単

語、句型などの様々な知識が定期テストなどを重ねて

いくうちに授業でもう一度出されて完璧に理解できた

と感じるときに学びを実感する。そして、授業を受けて

いるときに楽しく学習できている場面で学びを感じる

ことが多かった。 

◇今まで培ってきた知識が次の段階で通じたときで、

積み重ねていくことで最終的には結果として残ると実

感できました。 

◇若紫の発表とレポートを通じて根拠と主張の結びつ

きを強めたり他作品や歴史背景、現代との比較などの

様々な視点から考えることができたとき 

◇源氏物語のチーム発表で情報収集をしているときに、

当時の考え方や作者の環境、周りの人の人物像などが、

どんどん自分たちが考えたものとつながっていったと

きに、古典文学と歴史のつながりを感じた。 

◇古文・漢文を読む際に理解できる語彙が増え、物語の

背景も掴みやすくなったとき。要点のメモや動画から得

られる知識を大切にすべきだと感じた。 

◇レポート作成では、自分の考えの参考となる文献を

探すことで自分の知識として蓄えることができ、様々な

視点から物事を考えて意見をより深いものにする大切

さを学べた。また、「論語とウェルビーイング」では、自

分の中にある生きていくうえで必要だと思っているこ

と、ポリシーを見つめ直すことで自分軸をより強いもの

にするきっかけになることが学べた。 

◇鴻門の会で、プリント冊子の穴埋めをしていく過程で、

登場人物が複数人いて主語があやふやになりながらも

単元はじめの動画を参考にストーリ性を思い出し実際

の物語ではどのように物語が転換していっていたのか

を考え、予測しつつ、重要語句などを再度確認できる授

業だったため。またその時、動画などで先にストーリ性

を知っておくことで、スムーズな訳に務められることを

知った。 

◇他の生徒が書いたレポートを読んだときで、自分で

は思いもつかないような視点から調べていて文章の構

成も真似できる部分がたくさんあった。 

◇源氏物語の発表後のレポートの作成の時に「学び」を

実感した。友達と作ったスライドを発表した後、先生か

らもらったアドバイスを参考に、新たにレポートを作り、

より理解度が深まっていくのを感じた。 

◇授業の内容を、定期考査でしっかり活用することがで

きた時。もっと復習をやればどんどん点をあげていくこ

とができそうだと感じた 

◇日本史の知識が古典の授業でリンクしたときにより

理解が深まった 

◇今までの授業で習ったことが繰り返し出てきてその

内容を十分に理解した上で回答できたとき。理解して

いる、着実に知識が身についていると実感できて嬉し

かった。 

◇2 人 1 組で漢文や古文を訳す際は、主体的に取り組

むことができ学びを実感できた。また、チーム発表の際

は、自分にはなかった視点や面白い視点からのテーマ

などを聞いて学びが実感でき、古典の面白さと感じた。 

◇グループワークで協力して意見を出し合う授業をし

たとき、自分の意見をただ言うのではなく、他の人の意

見を聞いて自分の意見と上手に結びつけることができ

たときに、日常生活でもでしゃばりになるのではなく、

一旦話を聞いてから自分の意見も言ってみようと考え

る切っ掛けとなった。 

◇新たな知識を知ったときや、意見交流・解説などを通

して自分の考えつかなかった意見を知ったときに学び

を感じ、その時に、更に学びを深めたいという思いを感

じた。 

◇授業での学びを通してレポート作成をするときの情

報収集で、当時の人々の考えや気持ちを多く多角的に

学べたことを感じました。 

◇自分の価値観が 1つずつ時間をかけて身についてき

たと実感したこと。また、それのおかげで天啓が降りて

きたり前よりも柔軟に物事を考えられた時。その時には

前まで理解できなかったことも今は良く理解できるよ

うになったといった自身の視野の広さが目に見えてわ
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かった。 

◇基礎的な知識が身についた時や、物語の書かれた背

景や、登場人物についての性格や内情などを調べて深

く考えた時。 

◇自分は、たいていの人が思いつくような問いを調べ

てみることが好きだったのですが、他の人がその内容

を発表したときに自分で調べられなかったこと、伏線、

関連していたことなどを知れたときに学びを感じれた

と思います。そのときに私は、これだけ多くのネットサイ

トの中に多くの知らないことが含まれている中で色々

な結論が見つかって正確な情報かどうかわからないけ

れどもそのような問いに対して、自分が難しいと思う関

連付けできるところが凄いと思い、真似しようと考えま

した。 

◇私が古典探究の授業で学びを実感したときは、レポ

ートを返されたときや他の人のレポートを読んだとき

です。自分のレポートに対して評価が高かったとき、ど

のようなところが評価されたのか、反対に悪かったと

きにはどうしたらもっと良い評価をもらえて読み手に

伝わりやすいレポートを書くことができるのかというこ

とを常に考え、他の人のレポートから学び自分の満足す

るレポートを書けるようになりたいとかんじました。 

◇昔の人の物の考え方はとても立派なものだというこ

とを論語の授業で実感した。何百年前の人が現代にも

通じるような教えを説いていたのがすごく不思議で感

心したのと同時に、自分に対しての不甲斐なさを感じ

てそれが今後の活動のモチベーションに繋がった。 

◇他の人と意見交流することで、新たな意見を取り入

れていいレポートをつくれることはもちろん、違うレポ

ートをつくるときにも新たな視点から見ることができ

るようになるので、多角的に物事を見れるようになる

には意見交流は大事だと学んだ。 

◇調べ学習をしているとき。授業でやってる内容だけ

でなく、それ以外の部分の内容(源氏物語など)や当時

の価値観に関する知識を学んだとき、「現代の価値観で

考えるとうまくいかないことがある」と感じた 

◇新しい文法や重要語句を覚えたときにまた一つ学び

が増えたなと感じました。 

◇自分が習ったことをうまく利用して古文や漢文など

を正しく翻訳することできたこと。 

◇大鏡でレポートを作ったとき。嬉しかった。 

◇源氏物語で自分たちでテーマを決めて、学習したと

きです。私達が読んでいる古文や漢文を書いた作者は

もう亡くなっていたり、ましてや不明のものも存在しま

す。だからどのようなことを伝えたかったのか作者の本

当の気持ちは明確にはわかりません。しかし、この古文

というものはこのままどんどん受け継がれていくと思

います。年が経てば経つほど真相は謎になってくるも

のだと思うので、今私達は500年前などと昔の話を読

んで、すごく昔と感じているけど、どんどん 1000年前

など過ぎていくともっと昔になることになります。

1000 年前よりも今のほうがはるかに書かれた時代か

ら近いので、本質を見抜けやすいのかなと感じました。 

◇源氏物語のレポートを作成した時。その時に、今まで

すらすら書くことができていたレポートがテーマ設定の

難しさを主な原因として、あまり進まなく、評価も B だ

ったことから、テーマ設定をする力の重要性が今後求

められてくる力なのだと感じた。 

◇レポートを完成させ相応の評価がもらえたときや、わ

からなかったところがわかるようになったり自力で解

けるようになったとき。達成感や自信を持てるようにな

った。 

 

N.この授業を受けた 1年間の感想を述べてください。 

◇単元数でいうとかなり少ないなという印象が強い 1

年だったが、レポート発表などで学んだことやそれを活

用する場面が非常に多く、義務教育から 11年間受けて

きた全授業の中でも強く印象に残る濃い授業だったと

感じた。自分は将来教員を志し勉強をしていく中で、こ

のような特異で良い意味で逸脱した授業を受けること

ができたのが非常に幸運に感じ有意義な 1 年間だった。 

◇高校の授業は堅苦しくて、とにかく大学受験のため

の知識だけをずっと説明されるというようなイメージ

が有りましたが、對馬先生は大学進学後やその先の人

生にも使うことのできる学びを提供してくださってい

て、對馬先生の古典の授業が本当に大好きです。レポー

トを書くことが自分はあまり得意ではないのですが、自

分なりに一生懸命情報を収集して先生からの一言を見

るといつも一言目に褒めることばをかけてくださるの

で、レポートを書くことに苦手意識がどんどんなくなっ

ていきました。一年間本当にありがとうございました。 

◇僕は多角的な視点持ち、考えることはまだ難しいけ

ど、少なくとも相手の気持を考えることは少しできるよ

うになったはずです。ありがとうございました。 

◇自分たちで考える場面が多く、最初は戸惑うことも

多かったのですが、仲間と協力して作り上げていく授業

がとても充実した時間となってやりがいのある授業だ

ったなと思いました。また自分の書く力をもっと向上さ

せたい！という気持ちになり、来年はそこに力を入れ

ていきたいと思いました。 

◇ただ知識を詰め込む授業ではなく、生徒がメインで

考えるように行われていたので考える力などがとても

伸びる良い授業でした。 

◇今も古典は苦手だけど、古典作品を読んだらたくさ

んの疑問や考えをもてるようになったり、レポートもと

ても苦手だったけれどたくさんの情報から多面的に考

えることが少しできるようになったりなど、とてもたく

さんの成長があり、古典がとてもおもしろいと感じるよ

うになりました。 

◇一年で進んだ単元は少なめだが、その分濃厚な授業

だったと思う。一つ一つ丁寧に時間をかけて取り組ん

だので、理解が早く忘れにくい授業だと感じた。その一

つ一つの場面が頭の中で思い出されるように人の心情、

心の乱れ、美しさに感嘆する心、ありとあらゆる描写に

目を向けた授業内容だった。面白く、身近に感じること

ができた 

◇本当に申し訳ない気持ちでいっぱいです。中だるみ

で片付けられるほどのたるみようではなかった、頑張ら
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ない周りを奮い立たせようとするでもなくその波に呑

まれ、先生が必死に作ってくれていた授業をないがしろ

にしてしまっていた。古典＋αも自分でやりたくて参加

していたのに途中から何度も遅れて提出するようにな

ってしまっていた。ただ、一つ一つの授業は非常に興味

深いもので、先生の授業に心でぶつかれていたらより

脳に記憶を刻み込めていたんだろうなと後悔している。 

◇先生の解説が分かりやすかったのでテストでも点数

をとれた。 

◇現代語訳の際は文法的な解説、それを一通り終える

とレポートの書き方など高校を卒業してからも使える

知識が身につく授業だった 

◇去年とまた違って、グループで活動することや、孔子

とウェルビーイングを繋げたりとか新しいことが沢山あ

って忙しかったけれど、自分でレポートを読んだり、作

り終わったあとには色んな知識が身についたなとか、こ

の単元を学べてよかったなといつもおもえたのですご

く濃い授業だったと思いました。 

◇レポートなど大変だったが身につけたい力は少しで

も身についたかなと思う。言葉にする力や根拠付ける

ような力は大学の面接などでも生きてくると思うので

とてもよい授業だったなと思います。 

◇一年間で何をやったかをしっかり思い出せるほど記

憶に残っていて、それだけひとつひとつに真剣に取り

組み学びにつながっていったのだと思います。この一

年間でしっかり成長できたので、来年も古典探求の幅

を超えるような学びが得られるように自身でもしっか

り取り組みたいと思います。 

◇自分で考えを深める時間が多くあったと思っていて、

特にエッセイは書いて良かったと感じました。また、探

究の時間に結びつくこともあったので一年間を通して

いい経験ができました。ありがとうございました。 

◇座学だけでなく、グループで発表する機会があったり、

変わったテーマのレポート活動があったりと新しい体験

をたくさんすることができた授業で、とても楽しく受講

することができました。その授業を通した新しい経験か

ら、新たな視点を見つけ物事を見ることができるよう

になったと実感しています。とても良い授業を一年間あ

りがとうございました。 

◇この授業は今までに習っていた授業とは別物な気が

していて、しっかり身についているなと思ったし、こう

いう授業がどんどん増えていってほしいなと思った。 

◇今年の古典探求では一年生のときに比べると正直あ

まり知識をつける授業が少なく、定期テストでは点数も

下がってしまうことが多くなってしまい、自分的にはあ

まり良い一年ではなかったと思ったが、2 月模試では

古文は平均くらいだったが漢文はかなり高い点数が取

れていて夏期講習で上級クラスでやったりしたおかげ

で漢文について自分の解き方がわかるようになってき

た気がしました。 

◇半年間光源氏の物語をやっていることに気が付かな

いくらい飽きることなく取り組めました。また、最後に

やった鴻門の会も、文法の理解がとても進んだし、物語

の理解から文法の理解につながっていくなと感じまし

た。古文に関しても特に助動詞が前より分かるようにな

ったと感じます。鴻門の会のときと同じように、わから

ないときはまず、物語の概要などを頭に入れてから古

文も勉強していきたいなと思いました。来年も古典は

対馬先生だったら嬉しいです。ありがとうございまし

た。。 

◇単純に漢文・古文の苦手意識が克服された。一つ一

つの単元を深く学ぶ事によって理解力も上がり、それ

がテストに発揮することができた。 

◇この一年を振り返ったとき、取り組んだ単元数は意

外と指折りで数えられるくらいに少ないことに気づい

た。特に「源氏物語」はおよそ半年もかけたプロジェクト

だったことをうけ、逆に言えば一つの単元に時間をか

けて深く学習していたことを実感した。 

◇古文漢文にはずっと苦手意識があったけれど、この

一年間の授業を通して楽しいと感じるようになった。定

期テストや単語テストでも、一年生のときから奮わない

ことが多かったけど、だんだんできるようになってきて、

自分自身の変化を感じた。 

◇レポートやエッセイなど自分なりに考えたり、考察す

ることが楽しいと思えるようになったことが一年間の

成長だと感じました。楽しみながら行うことで、文章を

書くことがどんどん好きになり、少しずつ自分が納得す

るものを作れるようになってきてそれを感じるたびと

ても嬉しかったです。三年生になってもただやるのでは

なく、探究心をもって愉しんで学びたいです。 

◇この 1 年は去年より圧倒的に問題に触れる機会がふ

えたとおもう。一週間に古典が４時間もあり、忘れる暇

もなく取り組んだおかげである程度は点数がとれるよ

うになってきた。演習を取った最初に「なんでこれを取

ったの？」ときかれたときに、「苦手だから、せめて平均

点は取りたい」といって入ったのでこの１年でとても成

長したと思う。今年はグループで発表をして、個人のと

きより内容理解が進んだし、役割分担をしながら進めた

りと３年生授業を意識した授業で成長することができ

た。個人的には「源氏物語」に成長が詰まっていると思

う。 

◇友達と確認をし合いながらできたのがとても楽しか

った。 

◇今年度の授業を受けて昨年度よりもより古典に興味

を持って授業に取り組むことができたと感じた。やはり

古文や漢文は現在は普段の生活で使われていないので

訳すことが難しいため興味を持って授業に参加するこ

とが大事だと改めて実感した。 

しかし、ペア学習やグループ学習はあまり積極的に参加

できなかったと思っている。なかなか自分の意見を相

手に伝えることが苦手なため、相手の意見を聴くことが

多かった。そのため来年はもう少し自分の意見を相手

に伝えてみたい。 

◇授業形態が新しくとてもおもしろかった。高校一年生

のときよりも情報収集能力があがったと思う。 

◇文法の解説、知識の定着の中で、古典の知識の面白

いところや興味を持てるような話もあったのがとても

良いと感じた。知識+物語の細かい内容によって話の
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理解がしやすくなり、レポートなどで詳しく調べること

が、より興味深くできた。 

◇若紫で今まで受けたことがないスタイルの授業だっ

たが、周りの友達と協力してプレゼン準備をしたり、若

紫と光源氏の関係を深堀りしたりして知識を深めるこ

とがとても楽しかった。また、論語とウェルビーイング

では自分の体験談や経験を元にエッセイを書くのが初

めてでうまくかけるか心配だったが、先生のお手本や

友達や家族のアドバイスをもらいうまく書き切ることが

できた。 

◇源氏物語の印象が強かった。自分で考えてそれを発

表するという流れが私のモチベーションをあげてくれた。

だれも思いつかない新しいことを見つけ出したいとい

う気持ちになれて、自然と楽しめる授業であった。 

◇初めての取り組みが多く、難しく苦戦してしまうこと

も多かったが、そのおかげで自分の考えが深まったりし

たし、自分の苦手克服にもつながったと思うので、すご

く良かった。この学びを無駄にしないように過ごしてい

きたいと思う。 

◇うまくいかないことも沢山あったが、授業の合間合

間に着実な成長を感じられる一年であったと思った。 

◇自分の意見をしっかり確かめて、自分から考察しない

と進まない課題が多く、とても頭を使う大変な授業も

ありました。ですが結果テストや模試で点数を高く取る

ことができて、自分の力になっていることも実感しまし

た。特にレポート作成が一筋縄ではいかなく、楽しかっ

たです。 

◇「学校でこそできる授業」を受けることができて、とて

も有意義な 1年間だったと思う。 

◇今年は去年と比べて授業で行った物語が少なく、そ

の分物語に登場した人物の過去や、考え方、時代背景や

独特な言い回しなどを深めていくことができ、それが学

びにつながったと感じた一年だった。グループでのスラ

イド作成は、個人個人の考えをすり合わせて一つのもの

にしていくことが、国語以外の活動にも役立つ経験とな

っていることを感じることができ、有意義な時間だった。 

◇源氏物語で探求テーマを決めてグループを作り発表

する授業がとても印象に残った。授業全体の感想は一

人で作業するのではなく他者と共有しながら作業を進

めていく機会が多かったので自分の意見などをしっか

りまとめて相手に伝えることができてとても今後のた

めになる授業だった。 

◇班になって考える授業が面白かった。意見を交換す

ることで自分は出せないアイデアなどが聞けて楽しかっ

た 

◇源氏物語のグループ発表で情報を集めながらそれぞ

れ調べたことを照らし合わせてより深みのある意見を

作ることができた。様々な意見を取り入れることでより

興味が湧いた。 

◇自分たちが主体的に取り組みをしなければいけない

ようにするのが上手だなーと感じました。淡々と進みす

ぎている点は、少し置いてかれてる感があって、、少し

シビアだなーと思いました。 

◇論語とウィルビーイングの授業はとても印象に残っ

ています。どうしたらこの 2つを結びつけることができ

るのかものすごく悩みました。自分が大切だと思うウィ

ルビーイングの意味に該当する論語をあの膨大の中か

ら探すのはとても一苦労しましたが無事に上手くレポ

ートに書き出すことができたと思います。全体の授業を

通して「レポートを書く」というものに慣れることができ

た授業だったと思います。まだ大学では通用しない文

章量や内容だったけれど他の高校よりも早く慣れ親し

むことができたと思うので大学でも活かせるようにし

たいと思います。 

◇古典の授業は作品を読んだうえでその作品に対して、

当時の文化などについて自分がどう考えたかなどを考

える時間が多く、自分の考えを根拠付ける情報を見つ

けるのが自分にとって苦手だったがその力が少しつい

たと思う。また、本来受験に向けて知識や技能面での勉

強が優先されることが多い中、對馬先生の授業では教

材としてではなく作品として読んで、古来の日本や中国

について深く学ぶことができてとても楽しかった。自分

の考え方や視野を広げることができた。 

◇印象に残った授業は、競射です。当時の身分関係をし

れたり、道長に負けて怖気づく伊周たちが面白かった。

授業全体として、先生がただ授業するだけじゃなくクラ

ス全体で助け合う形が授業に興味を持ちやすかったで

す。 

◇劉邦と沛公の話が印象に残った。私は大学で歴史を

学びたいと思っていて、沢山の資料を読み解くうえで

古文漢文の授業で培ってきた力が必要になると思うの

で、これからもこつこつと勉強していきたい。昔の人の

常識や考え方の違いなどを知れて面白かった。 

◇源氏物語のグループワークが自分たちでテーマを決

めたり、サイニーを使って論文を探すのが初めてのこと

が多くて印象に残った。授業全体でレポート作成が多く

て、少し大変だったけど、自分で調べていくため、内容

がすごく頭に入った。 

◇半年をかけて取り組んだ源氏物語で、グループごと

にテーマ設定が異なり様々な登場人物の生涯や関係性

を知ることが出来たのが面白いと感じた。一つのこと

について向き合う時間が長かったので自分の考えを何

度も構築し直すことができ、深い学びを得られた授業

だった。 

◇「論語とウェルビーイング」の授業では、「論語」に記さ

れた孔子の考えに触れるたびに、今まで見たことのな

い新しい発見がありました。「子曰、吾嘗終日不食、終夜

不寝、以思。無益。不如学也。『〜考えることは学ぶこと

に及ばない。』」は「解法を考えているだけで、勉強して

いるような気持ちになってしまっている自分」への気づ

きがありました。 

◇論語とウェルビーイングの授業が特に印象に残った。

自分の悩みが孔子の言葉によって少し軽くなった。また、

一年を通しての反省点としてはどのレポートにおいて

もかなり参考文献に頼りまくりなレポートになってしま

ったこと。論文とかをよんでしまうと、そこに書いてい

ることが正解な気がして、納得してしまいほとんどをう

つしてしまうことが多かった。今後は、もう少し自分の
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考えに自身をもって話せるようにしたいし、情報を批判

的に見る力も蓄えたい。 

◇論語とウェルビーイングで自分の体験と論語を重ね

て考え、何が自分の人生に影響しているのか深く考え

ることが出来て良かった。全体的に記憶に残りやすい

授業で面白かった。 

◇チーム発表の授業は他の授業にはない全員で答えを

出してチーム全員で発表するという形式が取られてい

たのが面白かった。複数人で同じ課題を共有して学習

するときのメリット、デメリットがわかった。授業全体と

して生徒個人が意欲的に学習を進める必要があったの

が自身でやり遂げる力を育成できて良かったと思った。 

◇若紫と論語とウェルビーイング。全体的にレポートを

書く回数が多くて最初の方は何を書いたらいいかわか

らなかったりこうぞうがよくわかっていなかったけど回

数を重ねていく中でだんだんレポートを書くのが苦に

ならなくなっていたのでこれからもどんどん継続して

いきたい。 

◇源氏物語のグループ発表会 

◇レポートだけじゃなくエッセイが個人的に楽しくて、書

くためにいろいろなエッセイを読んでみるとすごく面白

くてこれからも読んでみたいと思うほどだった。 

◇最も印象的だったのは源氏物語の活動だったと思う。

今までのように訳を行い自分の考える疑問点からレポ

ート作成をするのではなくグループ活動を通して新た

な疑問が生まれたり、人によってアプローチの仕方が違

うので調べた内容が違ったりして様々な考察をするこ

とができた。また、授業全体を通してどのレポート作成

でも自分の意見の根拠となる文章を見つけるまで考え

て試行錯誤を続けることができたのが良かった点だと

思う。 

◇去年よりも古文単語が覚えられるようになったし、漢

文では今まで曖昧なままで覚えれいた文法を理解する

ことができたので、今年でより理解が深まったと思う。

初めてエッセイを書いたので、特に印象に残った。エッ

セイは自分のことを書いたからこそ、書きやすい部分も

あったけれど、小論文などとは少し書き方が違うため

書くのに苦戦した。だからこそ、書くポイントなども沢山

調べて書くことができたので一番印象に残った。 

◇論語とウェルビーイングのエッセイが印象に残った。

エッセイはやるとしたら論理国語の方だと思っていたし、

今まで聞いたことがない授業だったので驚いた。今年

は去年よりも、定期や模試から見ても、知識も読解力も

つける事ができた授業だったと思う。ただ特に古文は

知識が足りずなんとなくで読んでしまっている部分が

あったり、まだ学ぶことも多い。来年も更に知識、読解

力等をつけていきたい。 

◇一年間を通して色々な力を身につけられた授業でし

た。一つのことを深くやることでその分より深い学びを

得ることができました。一年間ありがとうございました。 

◇古典は得意じゃなくて苦手だったんですけど、ペアで

訳したりとかグループワークもあったりして少しは苦手

意識がなくなった授業だったと思います。1 年間ありが

とうございました。 

◇僕は、教科書にそってただ文法の解説を聞いたり、板

書したりするだけの授業はとても苦手なので、自分で

その物語について調べて理解を深め、それを文章に書

き起こしたり皆に発表するということは、とてもやりが

いがありました。しかし、僕がめんどくさがりなこともあ

り、この授業の良さを、うまく活かせていないなと思い

ました。来年以降に同じような授業があったときは、向

上心を持ち、調べるということに全力を尽くせるように

なりたいです。そして、宿題を忘れず、授業で寝ないよ

うにしたいです。 

◇4 つの単元を 1 年かけて取り組んでたのは、沢山の

単元を短いスパンで取り組むより深い学びになってと

ても身になったと感じています。わかりやすい解説と、

生徒のことを想った課題設定、そしてその課題設定に

どういった意図があるのかを説明してくれてレポートに

取り組む意欲が増しました。 

◇楽しい時間が多かった授業でした。例えば、鴻門の会

の訳を始める前に見た動画が面白くて早くペア訳をし

たいなって思えたし、論語とウェルビーイングの授業で

は、今まであまり深く触れ合っていない論語を通して自

分の思考を深めたり自分を客観視することができまし

た。本当に印象的な授業が多くて、今まで古典（古文、

漢文）が苦手だったけれど苦手意識が少しずつ無くなっ

ていきました。古典を教えてくれる先生が對馬先生で

良かったです！ 

◇去年よりも小論文や考察発表などによって、主体的

に学習に取り組めたなと感じた。模試でも古典や漢文

の点数が急に上がったように感じたので力がついてい

ることをしっかり実感することができた。 

◇論語とウェルビーイングなど、レポートに対してのモ

チベーションが湧く授業だった。古典と漢文はやってる

内容は毎回違うのだが、やっぱり何回もやっていると

作業のようになってしまい少しマンネリ化してしまった

かもしれない。でも、その反復こそが大事なのは十分理

解できた。それに対して、レポートや多目的室で行った

グループごとの発表などは、自分だけの考えを出せた

り、クラスメンバーと先生に見られるという緊張感のも

とより活発的に意欲的に活動できた。 

◇自分は古典に対して苦手意識がずっとあったけど、こ

の 1 年間でより多くの知識が増えたり、他の人とコミュ

ニケーションを取りながら楽しく学ぶことができ、苦手

意識が減ってとても良い 1年だったと感じます。 

◇まずはペアで古文や漢文を訳してから説明されるこ

とで、自分で問題を解く力がついたと思える授業だっ

た。他者と協力して作業できたので良かったと思う。 

◇1 年間で、複数の作品を取り扱ってきて、最初はどれ

も何を言っているのかさっぱりわからなかったのに、授

業が進んでいくにつれてどんどんわかるようになって

いてとても楽しかったです。古文も漢文もどれもちゃん

と背景ストーリーがあり、背景ストーリーがわかると単

語や文法表現もなんとなくわかるようになるのでとて

も面白かったです。 

◇もともと古典は全く分からなかったけれど、古典プラ

スアルファに参加したり、古典演習をとることで様々な
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問題に触れ、日常に落とし込んでいくことで得意教科の

一つとなった。 

◇単語・文法などの知識以外にレポートを書く経験を得

られたり、根拠を大切にして考えるという事ができる授

業で自分の成長につながったと感じた。 

◇正直一年の頃からずっと古典は得意じゃなく授業い

やだなとか思っていました。でも、去年から引き続きペ

アワークが多く楽な授業ではないけど、任せきりにはで

きないから自分から調べることができ、少しずつ覚えな

いといけないことを覚えることができて、理解ができる

ようになって少し古典が楽しいと思えるようになりまし

た。 

◇定期考査の再テストやウェルビーイングなど他の先

生の授業ではおそらく組み込まれない独創的な授業が

ありすごく楽しかったです 

◇レポートを作成することが多く、今後必要になってく

る力をつけれて成長できたと感じた。ペアワークでもな

かまと協力しながら集中して授業に取り組めた。 

◇古典がすごく苦手で今もまだ苦手だけど訳すスピー

ドが早くなったりとこの 1年で少し成長できたと感じた 

◇今振り返ると、そんなに多くの単元はやっていないけ

ど、とても中身が濃い一年間の授業だと感じた。昔の時

代に生きていた人の心情や言動は現代に生きている僕

にもとても活かされるものだと思う。特に論語とウェル

ビーイングの単元では、孔子の教えがいくつもあり、そ

の殆どが「たしかに大切だ」と思えるもので、その教え

を心に留めながら生活していきたいと思った。 

◇理解をしていないのに進めてさらにわからなくなる

授業が多いと感じる中、しっかり全員が理解した上でじ

っくりと進めていく授業でとてもわかりやすかったです。 

◇個人的に考えるのが難しいレポートはありましたが、

結果として良いものを作ることが出来たなと思ってい

ます。古文は訳の段階から楽しんで取り組むことが出来

たと思います。もう少し漢文を授業で扱う機会を増やし

ていただけると助かります。去年の言語文化から引き

続きずっと楽しんで授業を受けてます。 

◇全体的にペアワークの授業が多かったので、自分だ

けではわからないこともペアの人と考えながら取り組

むことで、一人で取り組むときよりもわかりやすかった

と感じました。 

◇全体的に生徒主体な授業という印象が強くて、気に

なるテーマで知識を深めることができたので大変だっ

たものの、古典の世界への理解も深まった感じがした

ので良かった。知識的な面でも昨年度に引き続き、現代

語訳や文法をペアで確認したあとに、解説があったの

で身につきやすかったなと感じて、授業自体もわかりや

すかったのでテストの点数にも直結してよかった。 

◇この授業では、ただ古典の文章を読解するだけでは

なく、読んだうえで出てきた疑問点などをさらに深く追

求することができるので、より自分の記憶の中に定着

させることができて良いなと思いました。古典は苦手

な方だけど、授業自体に苦手意識を持つことなく、楽し

く授業を受けることができたのが良かったなと思いま

した。 

◇ペアワークやグループワークがありとても楽しかった。

いつもレポートを書くときは一人で悩んで時間がかか

ったりするけど、ペアワークやグループワークをするこ

とで楽しく単元についての理解を深められるし、自分が

気づかなかったことまで相手が気づいてくれることが

あって、一人でもくもくとやるよりも自分の理解がより

深まったと感じられたので良かったと思う。古文単語テ

ストも、一年生のときよりも合格が増えて、単語の知識

も増えていると感じているので、三年生になっても古

文単語は忘れないように暇な時間があったら少しみる

などして古典と触れて行きたいと思った。 

◇以前に学習した文法や語が文章内に出てくるたびに

それらについての説明があったので、一年のときに理

解できていないままだった文法や語を覚えることがで

きた。また、物語などに入る前に大体のあらすじや登場

人物についての説明があり初見の文章でもわかりやす

かった。 

◇古典の授業では日本の古文や漢文から、訳し方や単

語を学ぶものだけかと思っていました。ですがこの一年

を通して昔の書物を読み、先人の考え方を学んだり、未

来のために必要な考え方を探したりすることができる

んだなと思いました。 

◇中学の頃から古文、漢文は苦手でずっと距離をおい

ていたが、最近なって単語の意味や使い方を覚えられ

るようになってきたことで、模試の成績も少しずつ上が

り古典の楽しさ？が理解できるようになった。以前より

も古典に対するモチベーションが高くなっているので、

3 年生になる前のこの期間に今までの復習をできるよ

うにしていきたい。 

◇自分は古典なんかこの先絶対使うことがなくてなん

のために授業を受けているんだろうという気持ちだっ

たが、古典の言葉などではなく文書などからその時代

の人たちの生き方や考え方を学ぶことでそれを含めて

古典の授業なんだなと思った。今自分が生きている時

代とは全く考え方が違ったり、その時代に合わせた生き

方をしていてとてもおもしろかった。ペアワークでもす

ごく良い経験が得られたので良かった。 

◇他の科目では味わえない授業の展開の仕方だったの

で、（単語テストのときは少し微妙だったが…）授業があ

る日は楽しみに思えた。しかし、提出物に関しては課題

に感じた。自分の行動力の甘さが顕著に出てしまい、も

しかしたら他の科目にも影響が出る可能性もあったの

でその意識を変えることができた科目だったので、一

年を通してとても印象的だった。来年は期限内にレポ

ートなどを提出する。 

◇古典は現代の文章と大きく異なり理解することが難

しかったです。しかし、古典の授業を通して昔の文章の

面白さに触れることができました。今と価値観の違う遠

い向かいに書いた文章を面白いと思えたことがとても

感動的でした。こういう感動に出会うためには自分の

知識がとても重要になるとも思いました。 

◇去年よりパワーアップした授業で経験したことのない

興味深い活動・取り組みが多くて、とても楽しく、頭をし

っかりと働かせながら学習できたのでとても良い授業
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だと感じた。また、いきなり本文に入るのではなく人物

像や、時代背景、知識を与えられてから本文を学んだの

で古典は苦手だけどよりスムーズに理解できたと感じ

た。 

◇単元をじっくり進めることが多い授業だったので、一

つ一つの単元で知識を深めることができたし、疑問や

新たな発見も見つけることができました。また、知識を

吸収するだけでなくその知識を活かせるような場面も

あったので、1年間充実することができました。 

◇単元の数は少ない代わりに一つ一つの単元に時間を

かけることができて、物語を深く理解できた。文法や単

語の毎回の確認作業によって知識を定着させることが

できた。 

◇2人 1組を中心とした授業で、最後まで楽しく授業を

受けることができた。またレポートを各所で設けている

ので、自分の理解をさらに深めることができたと感じ

た。 

◇自分の考えを形にする機会が多く、自分に足りない

情報収集能力や根拠に基づいて考える力が徐々に伸び

ていると実感できた。 

◇一つ一つの題材が難しく、そのテーマについて考える

のに苦戦したこともありましたが、多くのことを学べた

授業でした。1年間ありがとうございました。 

◇漁夫の利：私達が普段使うことのある漁夫の利とい

う言葉の元が、争い合ってる間に誰かに取られるよう

な物語を想像していたが、実際にはもっとストーリ性が

あり深い物語になっていて、過去と現代の言葉のギャッ

プに触れた授業で面白かった。感想：去年度、今年度と

2年間、對馬先生の授業を受けて重要なところ、文の成

り立ち、文法等様々なことを学んできて、実際に失敗し

てしまうこともあったが、先生のおかげで漢文が解ける

ようになってきていて、古文も理解できる問題が多く

なり物語が面白いと感じるようになってきました。わか

りやすく、簡潔にまとめられた授業のおかげで古典分野

に力がついたと思います。授業をしてくださりありがと

うございます。 

◇グループを組んで各自で調べてそれを発表したとき

の授業が印象に残っていて、誰かと考えるという機会

が新鮮で楽しく取り組むことができた。 

◇ペア訳の授業。自分たちで、わからないものを単語帳

や文法書などを利用し、調べてわからない単語なども

少しずつわかるようになっていき、文章を訳せるように

なってきました。来年は古典をとりませんが、1、2 年で

学んだことを活かせるようにしたいと思います。 

◇鴻門の会での授業に、映像資料があったことで興味

を引かれ、どの単元よりも積極的に取り組むことが出

来た。単元の数は他校に比べると少ないが、その分だ

け内容への理解度がとても高かったと感じた。 

◇授業全体を通して自分の考えを持ち、相手に伝える

ことができたので、1 年のときの反省をいかす事がで

き、良かったと思いました 

◇源氏物語は長い期間を通して学習していたため 1 番

印象に残っている。初めは全く理解出来なかった源氏

の言動やこの物語の面白さも、調べていくうちに理解

が深まった。また、他の人の調べた結果を聞くことで自

分にはなかった考えを得ることができ、視野が広がる

のを実感した。 

◇印象に残った授業は鴻門の会の授業で、歴史的な背

景や人物像についてなど深く学ぶことができた。項羽

と劉邦の駆け引きややり取りは面白いなと思い、授業

外でも気になって調べてみようと思った。 

◇古典を学ぶ前や初期は、なんでこんなことを学ばな

ければいけないのだろうなど、否定的な意見を持つこ

とが多かったけれど、二年間古典を学んできて現代に

つながる授業をして、こんなことを古典でやるんだ、と

視野が広がり興味が湧いたり、レポートを書く授業で他

者と他者の比較をすることで、より物語をいろいろな

視点から見ることで理解をより深めることができて、他

教科や将来の大学のレポートを書くときにとてもいい

参考になることができた授業を受けることができたと

感じる。 

◇全体的に意見を交流する機会が多く、多くの学びを

得られる授業だった。個人で取り組む授業や課題に関

しても、多角的な視点から物事を考えることや、知識が

求められたので、更に学びを深められる授業だったと

思う。 

◇源氏物語のグループワークからの個人レポートへの

切り替え型の授業が学びのより良い定着につながり達

成感のある授業でした。 

◇インクルージョンの単元でクラス皆んなの大切にして

いる事や信念を知れたし、共感することもあった。それ

ぞれに面白いエピソードを持っていたりと印象にも残

ったから 

◇源氏物語は長かったし、グループ発表、個人レポート

共に自分の考えを深化できてとても楽しかった。その

ほかの授業でも現代との考えの違いやシンプルな語法

知識も身につき、古文漢文がよりできるようになったと

感じる。 

◇授業は毎回、やることが明確でどこまでやればいい

など適切な目標もあり、良かったと思います。ウェルビ

ーイングが印象に残っていて、さらに時間が経ってウェ

ルビーイングという言葉がもっと使用されていけばい

いなと思います。、 

◇源氏物語の授業が一番印象に残っています。もとも

と、小学生のときに源氏物語を読んだことがあり、光源

氏の人間性がよくわからなかったり、登場人物が多い

ので人間関係が難しいなと思っていましたが、この授業

を通して、理解を深めることができました。それぞれの

単元で先生の物語の解説がわかりやすくて、すんなりと

入り込むことができ良かったです。 

◇鴻門の会の授業でビデオを見たとき中国の歴史はと

ても面白そうだと思って印象に残った。振り返ってみる

と古典の授業はなぜか飽きずに授業に取り組めたし、

眠くならない授業でとても楽しかったです。来年もよろ

しくお願いします。 

◇古文漢文読解のための知識だけでなく、多角的に物

事を判断する力がついたり、情報収集するためのツー

ル(論文サイトなど)を紹介してもらうなど、様々な学び
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がありました。来年もよろしくお願いします！ 

◇源氏物語のグループ発表。授業から発表まで約半年

というスケールの大きさと、クラスのみんなの発表の内

容が強く印象に残っている。古典探求の授業は全体的

に考察をすることが多く、色々な情報を得て考察してい

くのがとても楽しかった。そして、自分の主張を最大限

伝えられる良い授業だったと感じる。 

◇古文漢文が苦手で嫌いだったけど苦手で好きに変わ

ることができました。現代文とかの長い文章を読むより

は難しいけどそこまで多くない文量の古文漢文のほう

がいいなと思った。古典というより歴史的物語に面白

さがあったので好きになれたと思いました。この調子で

得意で好きなものに変えれるように努めていきます。 

◇源氏物語は取り組んだ期間が長ったからこそグルー

プ発表を聞いてもどのグループも情報量が多くて内容

も深く面白かった。またテーマ設定がグループによって

全く異なり面白かった。授業全体を通しては学んだこと

を活かす課題が単元ごとに置かれていて内容をより深

く学ぶことができたと思う。 

◇源氏物語のグループ発表。わかりやすくて楽しい授

業だった。 

◇この一年間を通して、まず第一に古文の実力が少し

あがったようなきがします。自分ではあまり実感はなか

ったですが、授業を受けることで沢山の古文、漢文に触

れ合う機会が多く、文法や単語などを沢山見て覚えて

きたので、だいぶ身にしみたのかなと感じました。だか

らテストでも進め方がわかるようになってきました。ま

た、今年の古文では、自分で考えて学びを深めるという

授業が多く合ったなと感じ、古文の学びだけでなく、自

分が伝えたいことを第三者に伝えられる力も少しあが

ったのではないかなと思いました。一年生に続いて二

年生も良い授業にして学びを深めさせてくれてありが

とうございました！！ 

◇昨年の言語文化の授業から、内容がより難しくなっ

たと同時に、得るものも大きかった授業だったと感じ

た。先程述べたレポート然り、今後の人生で求められる

力を示された気がした。私にとって、古典探究の授業は、

その力を伸ばしていく 1 つの足掛かり的な役割を果た

したように考える。 

◇ウェルビーイングなど課題を楽しみながら取り組めた

ものがあって全体的に進んで取り組めたように感じた。

グループ活動などお互いに助け合いながら行う活動が

うまくいったと思う。去年より知識や身につけ応用力を

伸ばすことができたり、学校外での古典の勉強の時間

が増えた。 


